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新 装 ナ レ ル 湯 灘 商 応 殿

弊赴最近ノ附帯設備工事

諸 建 築 材 料 及 附 帯 設 備 一 式

設計監督・工事請 負並材料販寅

三機工業株式合枇大阪支庖

大 阪 市 北 直 中 之 島 3 丁 目 〈大阪三井ピ A 内)

電話土佐堀 (44) 8365(3)  17i 6 3103 

本 庄

安 庖

出張所

工 場

取扱庖

東 京 市 麹 町 直 有 柴 町 ( 三億山内〕

電 話 銀 座 ( 57) 51 4  Q.  5941(9)  

! 大 限 ・ 名 古 屠 ・ 幅 岡 ・ 大 連 ・ 京 城

札 幌 ・ 新 京・ 奉 天・ 華 北・ 鹿 島

東洋鋼材株式合枇川崎工場・ ..  }  111崎市渡 田

三 井 物 産 株 式 曾 社 各 地 支 庖 出 張 所

( 型録贈呈〉



京都絹織物検出組合

金 景 闘

..  
..、 ，

京都絹織物検 出組合

非常用チェーン引 シャツグー

高 9尺5寸 rt 9尺5寸

製

C I  

ロロ 種 目

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル サ ヴ シ

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル ド 7 一

瀬 川 式 特 殊 高 級 銅 製 建 具

其 他 一 般 的 建 築 金 物 類

朝日建材株式合祉大阪支庄

本 枇

工 場

大阪市東匝高麗橋二丁目九番地( 高麗橋野村ピノレ内)

電 話 本 易 (23) 園 4714 ・4715 ・5226 ( 4)  

東京市麹町直丸ノ内二丁目 二番地( 丸ノ内ピノレ内)

. ，吉丸ノ内 (23) 679 ・876

東 京 市 域 東 直 北 砂 町 三 丁 目 一 二 番 地

ｾ，苦本所 ＨＷＳＩ 5979 ・1821

( 名古屋市中直南大津町一丁目九ゴノ二( 共済ピノレ内)

1  電 置 中 2776 ・2777

出張所 i札 幌 市 南 ー 僚 西 八 丁 目 一 世 話 4 7  7  6 醤

{ 奉 天 市 千 代 田 通 二 五 番 地

f京 城 府 漢 口 通 三 角 地 株式曾枇伊藤商行

特約庖 i大 連 市 山 J際 通 二 一 三 三 拍 公 司

-
1  
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都市武装促準委員曾記録刊行設費ノ件

昨夏近畿防空大演習の奉行せらるるや我協舎は都市武装促進

委員舎 を組織して演習に参加するさ共に都市の武装即も防空

防火耐震建築の促進運動を大々的に決行し今回其の綜合記録

を上梓して関係各官公街諸圏鰭其他に寄贈致しました就ては

倫残本が多少あります ので特に御希望の方は御申込み により

左記寅費にて頒布するこさに致しましたから御希望の方は本

協曾事務所( 君主結 論) へ御申込みあり fこし

都市武装促進委員合記録( 計三:被害 ) 登 部

賓 費 金 壷 園 穴 拾 銭 ( 送 料 賓 費 )

o  0  0 0 0  0  0  0 0 0  0  0  

但本協曾曾員、賛助員の方には一部に限 h特に金堂 闇也 (塗料は協曾負櫓} にて

御頒ち致します O

雇士 閣

法 人

昭 和 10 年 9 月

日 本 建 築 協 曾



: (<SHH里歌
山 可哩曹ｾ P A T E NT E D 町

日英米特許三一個・ 211用新案登録六三佃併用

ス野認に防火鋒 ｌｾ ケ戸
(特 許 大 野 式 シ ャ ッ タ ー 〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ‘ ソ タ

大野式) 1 . ーブ ) L シ ヤ 、リタ

大 野 式 融 金 付 自 働 閉 鎖 戸

大 野 式 工 場 用 車 白 承

大 野 式 鱒 子 入 紬 箆 ・ 戸 車

大 野 式 廻 轄 柚 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉 ・ 銅 製 建 具 類

慮 用 特 殊 機 械 類 設 計 製 作

日英米備調特許三 七佃・ 賞用事[案登録八四個併用

特 許 木 こ サ ッ シ

東京市大森匝新井宿七丁目

株式合枇不二サッシ製作所提携

令 資

曾 枇 大 野 製 作 所

東京市芝直三田四園町二番地・電話三国間園芸:

取付出5長員百iiJ升 ・大 阪市此花区上問 品中二 ・電話 福島(45)五八八

成 i 3  



建 築 乞 枇 曾

第 18 輯 第 9 競 昭 和 10 年 9 月 殺 行

商 庖 建 築

回 実

術家庖構への懐古 ・・・ ・・・. . •. . .  . .  .. .. 1右 古 民 三 ( J  9  )  

小賀商庖の庖頭・・・・・・ .. .. .. .. .. . .・・ 角 尾 15 彦 ( 25 )  

小商庖建築の 卒 商 ・・ .. .. .. .. . .・・ ・・ ・・川 喜 回 煉 七 郎 ( 39 )  

商底建築の家具 に就て ・・. . .. .. .. . . ・・・・小川 安 一 郎 ( 49 )  

地下商 庖 街 ・・・・・・. . .. .. . .  . .・ ・・・ ・・ 伊 藤 和 夫 ( 51 )  

商庖j照明の話 ・・・・ ... .. . .  .. . . ・・・・・・・・ 内 国 幸 夫 ( 54 )  

商底建築寓漠・・ ・・ . .  .. .. .. . .  . .  . .  .. .. .. ・・ ・・ ・・ ・・ ( 1  )  

闘際新建築・・・・ ・・ .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. ・・ ・・( 65  )  

建築法規に闘する質疑f f ! f : 答閥 ・・. . .. .. .. .. ・・ ・・・・ ・・・・( 73 )  

合 報・・ ・・・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・( 75 )  



外 観

商 品 見 本 室

議 湯 七 左 衛 門 商 庖 〈大阪〉

設 計 ・ 湯 " 漫 建 築 課

施工・合名曾社竹中工務庖

I  I X  



I X  2  

丸 紅 商 庖 大 阪 支 庖

設 計 ・ 岩 本 基

施 工 ・ 竹 中 工 務 庖

株 式 禽 社 大 阪 佐 々 木 曽 業 部

政 計 清 水 組 設 計 部

施 ! I . . 清 水 組 大 阪 支 庖



明 治 商 庖 大 阪 支 庖

設 計 ・ 森 山 松 之 助

施工・竹中工務庁ｾ

都

内

出

ぽ

務

丸

工

大

図

上

井藤

誠

一

肌
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官

京都朝日ビ) 1 . . 事門庖ショウケース

ヲ公

之れ はt青島 タ Y ス底洋 家 具f併が引き受 けたに

就 て私が相談を受 け ましたの で考案 したもの

です。之れは設 切 をする程の勲もない と思 ひ

ますが非常に狭 い床 面 に50係 の底 輔が出陳す

る と 云」、上 に各 ｾ各様 のｩＧＺｴ ｩ 品が浪商 しす る言撃 で

ありま すか ら考案:つ 基 調 を 其 の駄 に泣 て中間

セE最少 限度の苦j.ilt lJ fl fJ ち卒 た く云へば成るべ く

目立たない で偏しない で、 Y ウし て丈 夫 に と

云」、事を目 標 にしたもの です o ; l レと ビノι が

凡そ完成 に近づいて大慢の輪車11も略想像され

ま した の で Y レも 考慮 に入れた 諜です 。 ピル

の設計者石川氏 が私 のスケ ッチを見る迄は擬

官級 や 勾欄 干 Ｉ ｊｾ の 四 季 空 宇が出 る の で は ない か

と心 配 して 居 られたと云」、事で す。

モトノ. セイコ.記

I X  4  

丸 三 婦 人 服 庖

段 計 ・ 下 村 泰 一

施工・ 岡田工務底

ｾ庖繍 日 本風ｾ式

家 屋 の改造で、 之

れも 2 階床 を打 ち抜き 天 井を高 〈し、 正面

外 廓 に 二 重底窓を 設け 商 品の陳 列効果 を大

きく した ものです 。底 窓の構 成 は向側大丸

に出入する 大衆を目 標 として考案さ れたも

ので、 コノ二重! 苫窓 は路 巾の小さ い街 では

効 果が少 ない と思ます。 コノ 底 は相 官 同時

に多数の顧客の集 ま る揚合が多い の で客に

［ＱＭｾす る 床面絞が 比 較 的 大きい の です 。 コ ノ

底 舗は近き月号来 に再改 築 .つ王象想さ れ てある

耐短期 性建築に 』鴎する もの で す。

思 モトノ ・セイゴ記



寺内時計庖 〈京都〉

恋応缶I i の改主主で在来 計 段 ・ 下 村 泰 ー

の活式 の日本風応舗 施 工 ・ 岡図工 務庖

であ った 然め に外 郎 の主 要 な 格治材を 残 して

俗の 1裕を全部 改造した もの です。2 階床 を打

ち抜いて内部米井を非常に高くした もので す

Y レによって内郊に坐かさが出来ますけ れど

も在来の 2 階家構造材 の鴛めに相役大き な障

告 を受け て居ます。 jl}j/苫の性質上建築材料 ド

相1;? 侠却されたものを用 ひてあります。合的

ｾｾｩＩ は ホ ワ イトプロンズ 。 ア ルマ イト ｲＮ ｎ 昆 Ｑ ＱＱ Ｐ

壁出i は テ ツコ 。天井l k . 盤上部を 日:本棟割R政り

iこしたものです 。

タト古ｾＩ ｈｾ は泉大理石張りで 、 応窓、中火Ｚ に ｦｬ Ｏｩ ｕ

歩道ーに引き出す突 出 穆動式窓を設けたる Zれは

法先日の純脳内で応窓、効果 を大 きくする 方法と

云 へ ます。

モトノ ーセイ ゴ記

ナショナ) L . 電気ハウス〈大阪〉

設 計・ 竹中工務庖殴 計 部

施 工 ・ 竹 中 工 務 庖

5  I X  
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カ タ ヤ マ 商 庖 ( 大阪〉

改築政計ー カタヤマ繭庖

カ ク マ ツ 屋 (大阪〉

改築鮫計 ・ カ ク マ ヴ 屋

施 工 ・ 寺 井 洋 家 具 庖



中 原 家 具 装 飾 庖 ( 大阪〉

段計 ・ 安 藤 邦 男

施工 福岡支- d f

タト 観

内 部

7 問



小 漂 商 庖 ( 大阪〉

重量計- 笹 川 慎 一

施工 - 藤木工務庖

'.X  8  

松 竹 ア ド ビ ) ! - ( 大阪〉

設計・ 本間乙彦事務所

施工 ・ 大 阪 木 村 組

1 階 卒 面 圏



示 回 夏 介 商 庖 何1
1
戸〉

設 計 ・ 永 田 蕃 縦

施 工 - 永田建築事務所

美 津 濃 運 動 具 庖 ( 市中町

殴 計 ・ 小 称 縁 三
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ミ ナ ト 商 庖 (草'1' 戸〉

設計 ー 永 田 蕃 従

施 工 - 永田建築事務所

太 田 商 庖 印l' 戸〕

設計 ー 永 田 善 後

施工 ー 永田建薬事務所



石 野 貞 雄 商 指 印1
1
戸〕

殺計 瀧 川 祭 実

施工・ 大 阪 橋 本 組

石 本 商 庖 印1
1
戸〉

設 計 ・ 永 田 善 従

施工・ 永田建築事務所

.1  1  I X  
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骨 庫

へ
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. 園
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国 ｾ Ｎ Ｇ ｾＮ Ｇ 路 陶

ｬ 附ｾ

園 圃

I X  12 

鋼 一 陪 平 面 図

!'11 二 階 平 iiiJlIl

株 式 曾 註 湯 浅 七 左 荷

門 商 庖 新 築 工 事 概 要

位置 大 阪市南区末吉橋 通二丁 目十番地( 長

期橋北詰〉

建物高さ 地盤面よ り7 階食堂扶壁 t 端 ま で

Ｒ Ｑ ， ＶＸ メート ノｾ (71. 55尺〉

地盤面より塔屋上端まで

24.81 メート ノ. ( 81. 90尺)

建物面積

総延面積 3，844.63平方メ ート ノι ( 1，165. 04坪〉

各階内諜

地 階

第 l 階

第 2 階

第 3 階

第 4 階

第 5 階

第 6 階

第 7 階

嬉 鼠

工 程

603，70平 方 メート ル ( 182.94坪〕

634. 95平 方 メ ー ト ノ. ( 192・41坪〉

575.45平 方 メート ノι ( 174. 38坪)

575.45平 方 メート ノ. ( 174.38坪〉

549.92卒 方 メ ート ノ. ( 166.64坪〉

522. 23平 方 メート ル ( 158，24坪〉

160. 61lj 三方 メート ノ. ( 48.67坪〉

193. 35平 方 メ ー ト ル ( 58.59坪〉

28. 97卒 方 メ ー ト ノ. ( 8. 78坪〉

起 工 昭 和 9 年 8 月 4 日

竣工 昭和 10年 8 月20日

各階室ｾｉＡ置

地階 宿直索、金庫案、男 子更衣室、女 子

更衣室 、小使室、手洗索 、宏 被索 、帯電

池室、汽縦索、貯決案 、排水日間I筒索 、汚

水E閉筒室、物也、貯水補、汚水緑化槽、

倉庫

第 Ｑ 階管業室 、玄関、客術、第 Ｑｾ 接 室

電話交換索、階段室、湯沸室、手洗室.

倉庫. 倉庫事務室 、検品包装室、荷造室

第 2 階 商品見本 察 、貿易事務 袋 、重役ｾ

支 何E人室 、第 2 感 接案、第 3 j接接室、ホ

ーノL 、階段案、 書類 庫、湯沸袋 、手洗案

倉庫

第 3 階 第 1 合議室、貴n 合議 室、従長室

第 ｬ 客室 Ｈ 洋風入賞 ｾ Ｒ 客 室Ｈ 和 風〕 、 第 Ｔ

態接案 、イ本餐 察、第 l 及び第 2 底員私物

室 、階段室 、湯沸索 、洋風浴E京、手洗後

倉庫

貴' ; ; 4階 応 民家〈自第 1統 宗寺E 第 6 銭入 喫

煙家、第 3 応 貝私物案、階段家 . 手 洗家

倉庫

第 5 階 講堂、第 5 熔接索、闘書家、第 4

応貝私物索、階段案、手 洗案 、倉庫

第 6 階 倉 庫

第 7 階 食堂 、厨房、物置、階段察、洗面

室 、浴集、j舵衣fi¥: 、尾上庭闘. 市11ji 土

培 滋 昇 降 機 機 械2豆、水槽箆

構造大要

基 礎 地 表 下 19 尺ま で 線楓 り とな ι 敷 )1{ ぴ

側に拾コ ンク リート 打 ちの上防水! 雪 を設



けたる鍛筋コ ' /! I リート 基礎床版な り

主 位 銭j筋コンクロ ート tE り一部銭'V; 俄 J"Oj

コ ' /! I リート治り地下 1 階地上本命' r ! lI1J 5  

階 、合同行I!l J 7 階 建 て 耐 震 耐 火構造、 似 し

壁 位のう ち部分的に経 fa鍛 'j 'j・rdl 仕切り 又

は煉] ( . 紛 み とす 。

階段は本官官官IIJ は銭筋コ ' /! I Y ー ト治り 、

倉庫 、本官官の一郎及び非常階段は鍬'η ・主主

りとす。

主量根は銭奴j コンタワート陸厳紋にして総

て防水府の_ I- . にシング ーコ ンクリー トを

打 ち倒 色 クリンカータイル敷き叉はモノL

F ノιtJ: J-.げと す。

様式 近世式

タト技 1 階市 (11日比 ぴ西側 は本国聖 書折壁; : c. ! l &

り、) ! [ fI!lJ Lえぴ北!l!IJは人法石i先日i しムヅ モ

ルタル仕上げ 、2 隣 以 上l工i!.LH引とも flh必

掛乳白色タイノl . ｾ長リとす 、 術主左笠笠石 Ｑ Ｑ

ｾￌ 御 ｩ ｩ 手 石小叩 きイ上 ー ヒ げなり 。

内法 天 井 は 主 と して l斗漆喰君主 り仕 七げと

ナ、但 し駐長 自 は 桐 柾 市 松iill ｾ ，＠ 9l i  2 治:

ｾは杉 笠 板竿紘一部網代天井君事堂 ｩ 土 テツ

キ ス以 上 地 階 は プ ラス Cj-fJlJ. り仕仁げ

とす。

壁は主として i当漆喰塗り仕上け 、但 し 講

堂 l. t コルク 1火付け ......::;/ キ塗 P 仕 上 げ 共 の

他家によ り壁 紙 政 り 又 lよ砂l iHt 上げ とす

腹 は管 業:十は ql j L  i' イノl . ｾ反りにし て ｉ ｉｊ 木

に勿来石本勝き を使用し l 階 よ り3 階ま

で の階段集は 11、形 角九タイル 張 リ、共 の

他主主: に より fl u毅掛 タイノL 磁r，1f i' イノ".3<. .は

チ ー夕、 オー夕 、 i' ' / ギーノι 、t"4' i初日 と?

とす 、但し倉庫はれ階ともモルタ ルペン

キ塗り仕上げ床は主としてオ ークアロー

リシグ プ ロッ タ又 は リノ! リユーム TXはモ

ザイ クタイル 殻 リに して其の 他 は人位石

勝 山 し 又はモルタ ル仕上げなり。

建 J l- 各 階 の外部に ii ' J i する 窓 は総 て スチー

ルサッシ取 附 け. 更 に本館似IJ には スチー

ルシャツ F ー倉庫fillJ に I- : J : 防火鍛扉 を附 す

ヱ ド ｦＡ ｩｦ と倉庫とのｾ界に ｬ 土ス チーノ ι ド ー ア

及び シャツターを設 け本館内各先の! l 日仕

切周と して古; i ) J } 的 l亡スチ ール パーテイシ

ヨ y をm込 む、各 釜 山入口に取付 けたる

lfi; のうち木造の もの は 伶. オー夕、 チ ー

夕、 !il ' /ギ ーノ" e: ' i ;使用 の フラツシド ーア

に して其 の他 lま1I息てス チーノι ドーアを使

用 し ドーア クロ ーザ - j) Y. にシリ y ダーロ

ックセット を附す 、非 常 階段を 包 む 大 川

子 窓 に は綱 入 硝 子 及 び 6 耗 厚透明l i l ' i 子を

依込みたるスチ【 / 1 - サッシを用ふ。

附平野敵鋪

( 1)句集設昔i ! (2) 術 生設 備 (3) 援房換気

設 備 ( 4) 昇 降 機 設 備 ( 5) χ 新 設 備

日 三 1 > : 平面図

ι 一一←骨

合 r. ).  

目 園

ｾ ｔ［＠ }:"二月例

置 • 

都 四 魁 手 ilii 個

倉 庫

園 団

園; れ抑制

［， ｾ＠

a

F

i

!

J

 *:官官1担問五日 1fJ 幸町l前六陪王面図
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地

$  

回

同 14

陥

階

内品｜ ｾ 備室

• • 

階

圏

三園

株 式 曾 社 大 阪 イ主
J t 木

要
持担2当4  

業 部 新 築 工 事 概

f立
置 大 阪 市東 ｔ ［ｴ［ 安 土 町 Ｒ 丁 目 Ｑ Ｕ ｾ 住 地 、 Ｑ Ｘ 番 地決

19{昨池

致地 面 積
1，084.67471'- 方 米

建 築 面 積
662.847平方米

総 延 面 積
5，697.99) 平方米

各 階 面 積

也
階

687.143平方米

¥l'1， 
662. 84771' 方米

2  防f
63)  0)  11]':ブJ 汁と

3  Pl lf 63) 0) 1  平方米

4 階 63) .0) l' ド7U米

5  Pl:r 63) . 0)  1平 方 米

6  階 577. 862平方 米

7  階 577. 862平 方米

8  階 577. 862:'1': 方米

局 上 l 階 666) 3平方米

以 上 2 階 27 ＸＩＷ Ｑ Ｑ ，Ｍ ｾｽｊ 米

主主! 却高 池綻Til i よ りJi 防 扶 側 U ';i ，j 迄 3 ト0) % ;也終面 よ

り} 1U-， 2 附 扶 欄 1ニ端迄 39. 20; ド:

室 のim置

也階 ｩＧ｜ 徽半 、 ＧｩＱＮよ械室 、 Ｚｦｦｩ ￬ｬｨ ｪｩ Ａ￩ 、 ｊｴ［ ・ Ｗ ド 問 、 ｝ｦＮｾ芥Ｚｧ Ｇｕｐ

* 、 女 f 更 衣 布 、u ツカー ・ノt ーム 、帳 簿 郎 、 j，I IU

会' 立 、郎 防 、ィ; 江必 材 料 泣 場 、 川[J r. lltt

1

1泣 場 、山 火'糸 、

放出ii 与が

l  附 玄 関 、 内 玄 閥 、 匹、接率 、事 務 鋭 、 l'i:ti4J 誠 事 務

:手 、消泣{ : 江捌 1号、波注1 -1、 入 貨 11、 小 包計三 、化 粧

家 、 iJ;} ｦｍ ｾ＠ ＧＮ Ｋ ＺＮ ｾ＠

2 階 11可決示 、 j苫 只 休 養 街 、前j .¥1， 11/1  iiii 去 、化 粧 袋 、

湯沸w;

3 階 、4 階 、5 階 [ i 日i

6  11占 Ｂ ｬ ｈ ［，ｾ 卒 、 合議集 、 Ｚ ｭ 役室 、 ，必話交 ｦ，ｾ布 、 イヒ ＴＱｅ

然 、話J ｬｾ ｾ 宗

7 附 fA列 官 、BQ¥ｴ 岳託 、 化粧 ｾｾ 、 移 ｩｩ 可［笥

8  1'1， Ｂ ， ｾｩ 獄 Ｇ子 、 ス テ ー ヂ 、 4';; '1' 忠誠脱 毛¥イL王手占試 験 謀 、

ｈ 苦 ［［ｲ［ 、 Ｈｩ ｾＧ ｴ 会 Ｇ ｊｩｾ 、 イ ｌ 航手 、 泌が ｩ［ Ｚ 中 、 アア ｹ ル ーム

1# 1-， 1附 物 凡 併 、.f! -昨 機 械 *

;-ft 1二2 附 -!1l 昨 機 械 卒 、 貯 水 川

主濯機要

必 世E 松 杭 h ち';:a j'筋 コ y クリ ー ト 注

1埠造 建 物 ノJ 主位 IH 、唱。 て同I民 耐 火の I J ( 内を有 す る 鍛

Ｇｉ ＧｬＢ ｾ ＮＺＡＺ ｾ［Ｇめコ ｹ クリート 構造 Ｑ Ｚ して外壁 、 主 ｾｭ ｊｦｊ Ｚ 切

鋭 、柱 、w、階 段 、ド主 l毛抜w匂ーは耐震予民排 位 を 桃 成 す

f ト脚 本 ill 築ノコ外事Qi I :: ]';j)5}}J i建 築 に 適 懸 す る 盛氏 な

る 近1止式;手 法 に 掠 り 設 計 さ れ 、外 壁の根 石 !土 花 i品i

岩 、腰 石 l土チェンジコート をi史川し 、 上 部 盟 国 軒

廻 り共 総てr1hil1. ?l イノL II 占リイ 1: 上とす

作出 入 Ｑ Ｍ Ｑ Ｒ え忽 ｜ＱＮｪｾｴｾ 民主 ｉ ｕｾ を 似 用 ｌ 、 正面玄 閥 、 強

法仁l 、 入 J1( 1-1 には T起動 式 防 火 シ ャ ツ F ー を設 備 す

帰 ｈ ｾ 各陣 ｩｾ ｩＺｦ ｒ ｉ よ 防 水 工 事を施し クリ ｹ カ ータ イ ル

l! 占り とす



内 ［Ｇ ｾｩ ［ 主要家内イ 1: 1:. の大 要

治: if.1  

床 ーモザ イツ クグ イノl 払li リ ｮｾ 一 腹テ テ ゾ 一 、

ト抗 ｾＱ ＷＧ 7 ス( 7 - 主主 Ｏ ｾｾｪＺ ＭＭＷＮ＠ :/ス F ー訟

不在進荷捌場

床 木鼠Dι l)] .< 俊一 腰 9 イノ， ]!，' i  ｾ ，＠ .1-.1百; プラス

国 ... ， .  
司

( 7 - 塗 ［［ ｾｾｉ Ｚ ＭＷ Ｇ テス ＨＷＭ主主

y. "I-府民IBJ

、
床 一人 造 石 初 出議 員鍛日地入 1) q - W! テ ラゾ

If!1 .:，' ， fr J.I ・

一、 J 二部プラス ( J - )金 大井ープラス タ ー?会

前j 品 l¥' i1iii 気• • 国 圃 • 岨
床一米松旅I "p板張 り 限ーフド刊 ペン キ徐 ＧＩｾ 井

.- 71，1'1--: :，-キ 塗

千 千 ＭＧ ｬｾ 務停・

床 ー フロアリ y グプロ ッ"9J k ｾ ＭＭ 腰 プラ スタ

Ｍ ＧＡｽｬ ペン キ イ ｕ Ｚ 、 」ニ ｾｴ［ プ ラスＧＷ Ｍ 注 入升 ー ＷＧ

l吐| 、 時?

ラス F ー塗

隙列室

床 - 7 ロア リングプ ロッ ク数 民 ー ラアコート

ベ y キH: J二 ソ二ヲ1: _. 7・7 ス (7 - ;rI_ 

講演手:

同」ー アロア リングプロック政 監 ー ドγ グロ ス

!JRィy キ(J:1:: k !j: ー テッ クス ill a j {性 ペ y キイJ:

上

附 帯 設備 概要

よl司丘i事ll'l:合引 '1・防本 - 4 - 4  担 】ｾ Ｇｾｾ＠ 目 コ" 占 Ｑ ・ ｬ 砕 機 、 給水設備 、 Ｊｩｩｴｴｊ 設備 、 排水 武 村 ｬ ｩ 、 汚水 ｾｲ Ｇｬｬ

援匠 、 核 ｛ｪ ｽ 設 利 ｬ ｩ 、 核 ｊ ・与 ｬ 談 泣 、 消火 ［ ｾＮｾｗｉ 、 ｦ 事訴主主 浴 袋

• • • • ｾｲＱ＠ ｾｉ＠ 位 、 従事主 投 ｦｩｩｩ 、 Ｑ ｅ 話設備 、 ｗ ｩ 半ＺｲＺ ｩ ［ ｾｗ ｊ 、 タイムレコ ー

ド、i U叙時計 、fIllヲH定却代 fii i

商 品 部 事 局 室 I  ;! I  
，fi 役 室

起 工 昭 和 9 年 4 月16日

竣 工 昭 和 10:'13. 5 月28日

置宣言t 合主主合j弘前7kMl設 計部

/ 、 階

主施 鰭工 合 tf. 合 .ii..l-i，!b l、組 大阪 支 応

• . 限9rl ;. 長 国 • • ｾ＠ u(  'i( 

じ 階 八 階

15
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明 治 商 庖 平 田 園

t也 階 卒 面 国

1 階 平 面 圏

2 階 平 面 園 明治高庖大阪支底新築工事概要

構 造 銭 Hli コ '/ 17 リートf 8 : 4 階建

何ｾ
建築 地 階

面積

348.55 "， 2  

. I : ー雪 一三乏ご

市向 苧ｉｉＮＮ Ｍ ｣｡Ｍｾ宜ｾ 包

第 q 皆 311. 49 m
2  

国 ロ l . ! : . ＮＩｾ＠

・ｾｾ ｌｾ 占 ｊ
第 2 階

311. 49 111
2  

3 階 卒 面 圏

白r; 3 階 3 11. 49  m
2  

第 4 階
27988 m

2  

塔 長 註
22.94 m

2  

合 計
1，585.84 1 u  2  

設計 東京森山松之助建築I f ，. 務所

施工 合名合通l畑 中 工 務 fi l;

4 階 卒 面 国

I X  16 



丸紅商庖大阪支庖工事概要

位 置 大阪 市東 区 本 ｾｲ ｲ 2 丁目 37昂寸也

敷地面積 Ｗ｡ Ｒ Ｎ ｾ Ｔ＠ 111 '  

建築面積 5  '6. 28 111'  

延建築面積 3，263. 2'1 111' 

内課

地 階 604.43111'  

第 l 階 576. 28111包

第 2 附 576.23111'

負ii 3  ｾ持 572. 65  m'  

jfi 4  ｾ持 ＴＳＷ Ｎ ＱＲＱＱＱＧ

角('; 5  ｾ符 ＴＳ Ｗ Ｎ ＱＲ ，，， Ｇ

賞 ｾＶ 附 ＴＵ Ｎ Ｓ 守 Ｑｮ ｺ

中 6 階
14 m包

附層建物 情壁 紙，'1' i. 良波狼

建物高さ 軒 7::j 20 m 1- 件最高 23.
1

3111

後 式 近世復興式

産量 工 -:: Wr l 和. 9年 3 月 14日

銀 工 昭和 10年 2 月2) 日

軍 空 計 者 岩 本 基

施 工 合 名 曾 枇 竹 中 工 務 底

構造機要

基 礎 Ｑｾ Ｑｪ栗地形フ ラ ット スラ プ基礎

主償 構造 鍛 筋 コンクリ ー ト遊

外援主要部入口( 南西及東商各 1 ケFfr ) 廻

Ａｊｾに根石 は ［筑成石小 ｦＱ ｮ き 仕上

腰 Ｈ Ｒ 階窓ｾ下迄 〉 ト ラパ ー チ ｹ ｪｩ 平石キャ

ストス トー y 据 付 け 、 上部 壁 面 I:!. 剰l毅 磁

器薄 卵色長手 ｆ イ ノ ｾ ｾ長 、 軒蛇腹立立にＭ Ｑｗ ［

慾廻りテ ラカッター 怒 り とす

北 側には 5 階 迄 ;iIt ず る俄製非 常 階段 を 設

〈。

ｾ Ｎ＠

d 名

h
i

i

i

 

地 階 卒 面 園

や 4  

+  +  +  

。、

“  

.  ，・ 2

b

i

T
+
は

p

i
叩

島一一←-ー

• • • 
." "  l  

• • • 
I  

ＢＧ｟｟｟｟Ｇ Ｎ ｾＭＭＭーＮＮ w  

2  ｾ管卒面園
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3 階 卒 面 圏

国

暗

証

4 隊 平 面 園

トす

コ

4

1

A

4

d

L

 

• • • 
主主 二= 二二二二=豆=

5 階 卒 面 圏

は 18

内笈 主 と し て プ ラ ス タ ー 塗 仕 上、 i E 而玄

開 4白: 切り 、廻 り大王理石 :;¥f'. にテ ラゾー張り

l 階 及 び 4 階 事 務 室 lま壁面コノL タ入 人 位

Yl I品し塗仕ヒ其他特殊部分 j j 腰廻り E型地

Ｚ Ｎｵ ｵｾ 米愉腹初日をｬｦｚ 付 け 、 使所 Ｑ Ｑ プ Ｇ｜＾ｬｬｬ 石

並 に モザイ ツ ? ' 7 イノι を使用し 、例 階 段

第 廻 りは人法研出 し、 コルク入人法研出

し及び 巾木 テ ラ ゾー腰モザイツ ク タ イル

をイ止UHす。

建具 各 fl!l J忽 は 令 部 ス チ ー ル サ ッ シユ を{ 初日

し村・に南町 ｬｫ び東西は防普のｾ二重町 ｪ 子

{b: サッシユとす。

it.J 主要1¥11は殆 ん どスチ ー ノl ドアーを似 111

し、本製ス ク リ - : /の箇 所:.lf，に使 断 、湯

ｩｾＺ 錫 、 浴室物泣空宇の ＭＯ Ｎ ｊ 、部分 の み木製鐙

Jl- を1il! J日す。

ヂ千玄陸相入口 は シャツ F ー をJ毛{ 也階段室廻

りは防火戸を設〈。

床{: l : J :.  玄 側 、各 階 段 室、 使r)lj' 、食堂々 ・ 11

モザ イツクタイル敷とし作階 駅家 は 殆 ん

ど 7 ローリ ングプ ロッ ク放 と す 、 局 u零

選 11 ? リy カー タイ ル 敷

kJ ! 仕 l二 千千P待作ネ共殆 ん ど漆日食 時k仕 上

附帯設 U官

界 除 機

也 鉱 役 骨H

電 話 f12 鈴

i2t 房

換 気

給 水 術 企

消 火 設 備



商 家 応構
.r-....、

の
』懐 古

イ主 古 慶

みせ みぜ

商家として の特長は 、いふまでもな〈庖構へにある。! 占は見仕上に宛てに文字であって 、

叉 その見世 とは高 世棚を省略せるも の。 よろづ費物 を商人 が棚の上に列 らペお き、往来の

人 k に見せて賢つに ことよりして、 E長商 を? ば見世とい ひ棚 ともいふことにな っ?こ。 いま 京

の 地 ｬ こｾ， Ｇ 棚 Ｎ 衣，欄と呼ぶ 町 名あるは Ｎこ の請の棚の名残りで ｦｾｬ ， I 棚は魚屋町 、衣 J 棚は 、

話示屋がも と群居してゐ? こ¥I 1Tでめる。放に J;!; の 字 を も っ て 切 せH 或は "1こな" と読むは

製するに固有の字訓でなし後生の義訓に過ぎぬことを会¥1つてゐてほしし、 。倭名類家抄に

坐貿 レ物会也 とあり 、伊呂波字類抄に坐受合也とある定義も亦、わる座商をば指す見世棚

とf持す べ きも の。尤も庖家のJ苫は藍〔障とも書〈が臨とせば初字、和訓は恥おなじ< . "  

( " 給本家賀御的II"J苅赦〉

いも〈ら" であって 、令義併に

いふl泌レ物慮也の謂) と市t1吏と 認

めて義支なからう。四天王寺な

b法隆寺に離する扇面古潟経に

見ゆるところの下総に就いて み

れば 、いにし八の見世棚がどん

なものであっ? こかを よ〈 敬 八て

呉れる 筈 o L  '>1主憲すべきは 、

これら古鳥経がiほl京訟期の作llJ1

であり 、どの限度ーまで EL宜性i : '

持ってゐるかといふ疑念である

奈良部! の闘市令では

凡 '市 号ユ鼎 .154松'? I 号 行 名 ノ

とあり 、延喜: の弾正式も 同巧 異

的で

凡 '市川皆 可 庫 、ギ j岱' 時 £枕ヲ

しるし 今、?さ

とあって . 就れも棋の?こ めのj拶

( い まの看仮に相営する) を掲げ

それになにの見世と必す' 善寺 IH

19
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さねばならなかっに 。令義解

に日 〈

題スル行名 γ 者 、仮~、如4 題 y 標

l理ヲ需ヲ絹J 騨 ト布 3i f之類也

と、か〉る規定めるに拘らす・、

古潟経の下給では槙肢を出し

てるも のが全然 ない。卒安の

西 ，市は既に衰退し 、東 J 市 の

み僅かに徐齢を保ってゐ 7こ必

原末では . 1111J令の厳しく行は

れなかつにも の と看倣すか、

さもなくば紛そ らご とに執心

するの J告を恥づべきである

か。とにか〈扇商古寓経の下

織で. 見世棚の景観は推察で

きるとおもふ。即 ち丸木の桂

に屋-t: Rは板主主で . 床を? 張ら ぬ

ｃＧＯｾ 古本御 ＨＱ ｭ ，Ｇ，Ｂ，Ｇ ， 鋭 γＦｦ￭ｬ の

歪って素朴な建て方ではあっ? こが .

商ふ品々は棚の上に展げ或は軒端に

吊す など 、人目 を惹〈ゃう努め てゐ

? こ様子がよ く鋭はれる。給各物に見

掛 ける 見世棚の笥[ 印で も亦おな じこ

と 力［ ｾ 、 はれ Ｎ 見世 の 見 せ棚 ｦ こる所以

ｾｦ Ｚｲ夕 、 ｮ って 貰 へょ う。

宇都保物語 に

棚 居 資 馬

7二'i-に 女を>1)て物 うる( rl lS的 む ま

1. (1， 臨 積 来

車にいを 、しは つみてもでき1 : り

一 一一研 7 夕 、

棚

? こなに

頭 説

あづかりどもよみとりて 、

る

よ

いA

'

フ
て

岬

担

加す

?  

A  

司
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土佐日記に

棚 小 fltt 繍

山 崎 の に な な る こ ぴ つ の ゑ

出 ! 大 路 蜜

もまがりのお lまぢのかにもか

E安 心

はら さ' りt 1 り、うる人 の ここ

知

ろをぞしらぬとぞ いふなる

し ーは卒安京の官設市 営他 は

波州の山崎に ある 地方市を ば描

〈。叙すとこ ろ輪番の如き E: *IH

ｾ量産〈さない憾みはあるが Ｎこ

、で決意を? 要するは「小 植の紺」

とあること? ご。 即 ち/J、帽を器さ

ぐ見世に 、 その紛看板を 出せる

ことを示し、檎看板は閥 市令な

り延喜式にいふ槙勝の進化せる

ものである。 この土佐日記は紀

貫さが承卒 4 年( 皇紀 l 594) 任 満

( " 締本御(仰31鏡"fifr 載〉

z
r
 

z

p
ノ
ヘ

イ

B

句

作

ι

門
戸
。
'

.

1

イ

l

、

4

M
例
目

1

h

，

L

4

f

β

 

3

f」

7

行

人

}

( " 粉本署長賀御伽1"所載〉

ちて京に上るときの道中記 といはれ

てゐるから 、延喜式( 延長 5 年、 皇

紀 1586の撰定〕の成る直後のことで

あり . 給高に於りる見世棚の扶 〈る

ところをば補ひ 、招牌の存す ること

古きを司11へて呉れる筈。しかし庖暖

簾に至つては . 看板のやうに古 〈は

ない。 ｾ ｉ ｊ 家さすことを暖縦分げ とい

ふ〈らゐ 、応の代名詞になってゐて

も、か〉る慣はしは徳川期に入って

からのこと。暖簾そのものは土佐光

長筆の年中行事総省〈文治年間の作)

に既に 見えてゐるが . 商家の専用物

ではなかっ? この1 ' : 。民家も軒並みに

21
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使ってるし 、石山寺縁起では既

にさへ紺無地の暖能力: 霊る され

てゐる。

V ち

褒生的考察をもってせ ti . 市

sち

が衰へ て市以外の氏家である町

や

屋が祭え 、見世は濁立性を? 失ひ

民家に結ばれる運ぴとなって 、

商家主? ば形成するに至つに 。言

葉を換ゆれば、民家に於げる庖

の聞が字義主 lまり商ひ の見世に

なト開放されにら即ち商家に

なるわけである。きれば卸営業

とする問屋の庖構へが 、小買の

見世先と蓮ひ民家に近い所以 も

問屋では殊更ちに見世を開げて

行人にル子びかりる ;必要がないか

ら Ｑｾ Ｇ 。 深い軒先に紺 の暖 燦を霊

( /1給 本御 1加l品鋭"fj/j" )I&)

/ U  

1. 1 F  

fi に 広
r  

ザ

' ..1 

は 22

11 i  

i  I 会

争

ゐ

ι
n

又

11i 

( " 給本家賀御1Im/
l

fj/j"載〉

るし 、揚げ見世には 出 し襖を立て〉 、

奥床し 〈おっとり問屋が構へてゐても

これは底燐への除外例であって本格的

な琵展ではな い。俗に問屋格子と呼ば

れてるものも、決して問屋の特有物で

はな し 土聞をもっ家なら見掛り る修

子であるｾ 1こY 問屋では荷置場として

の土聞を 、是非もにねばならぬ闘係上

どの問屋にもあるといふので 、そんな

名をば貰つにに過ぎな ｌ 、 。 天ＷＮＱ＼ｾ貯へ

ておけ貯水. 一つに用水といふ7 . 1 < 滞め

にしろ . 消火のにめ に備へ1: 水禅寺 の

ｬ ｴＭ ｾ吐ＷＮｫにしても Ｎ 相 蛍間口をも っ家で

もtft はしとするところ。か〈観じ来1:



ればm構へ としての問屋に、 なにが残

るか。車問屋がその揚げ見世の出し棋

に. 玉1Mf.の園子制を染め出せる紙t : > 貼

小H1. これが看板代り の役目を果? こし

てゐ? こにせ よ、 要は天然躍を検する般

紙: t : > 活かして使つ? こまでのこと 。 それ

に反し 小 賓庖では如何。同業者の ｊｴ ｾ寄ｾ

愈々甚fごし〈なるにつれ . ! f i なる買物

の羅列のみでは入が寄付か 1;' <  1J. つ?こ

よって看阪に桜jげ見世に . 種々糠々の

工日智t : > 擬らして . 世の注目をば惹〈に

掠める。時には眉目うるはしき手弱女

を. 看板の代りになすものさ八出て来

1: 。か〉る傾向は既に桃山の末に兆し

徳川期となって躍進を途げにのである

錫げ縁ともいつに揚げ見世は、盟: こ

れをおろし夜は妨げてしまふ

仕掛けの床机で . 営時の建て

方としては軒深いところに、

すっこんでゐ Tこ見世を. 街頭

に近づりる 巧みな手段であつ

に。そこに白粉屋は 凸形の箱

看板をお 〈。箱は自の張抜き

で.表 に屋蹴 と品名を入れる 。

この凸の恰好こ そ、中高で美

人の相( 東腕子汁ごとか 、白粉

の よ〈 のる中高な顔( 皇都午

睡) 1ごとか 、 とか 〈勿腫をつ

げにが るが 、むしろ白粉入 り

のノj 、箱を積み重ね? こ簡裁と見

てはどう 。積むならば卒積 よ

りも 山積が よし、。事賓そ の凸

2S ぽ



形の側面に碁盤杭を 出して ゐ1:

もの( 人倫訓象園長) もあっ7こで

はないか。餅鰻頭屋に木馬一頭

ヨま

を出せるは、餅・の旨味さを馬で

語らせにもので 、覆面さすは折

角の賀物に馬風情のいぶきが掛

つては、どうも恐縮? ごといふ所

存らし〈おもふ。

もち ゃの ためにお幅なりけり

A
'

」

n

A

R

H

I

d

-

E

-

-

司

、

4

j

み
』

か〉る趣向は大なり小Tより、掛

人あま? こ買に来てみる此面は

看仮に立看仮に行はれに。表具

のb

帥の掛看板に達障の苗像は. 法

初p貞

作

弘

之

翻

一

邸

て

の

つ

も

あ

仁

と

せ

帥

カ

大

利

摩

を

遠

道

い

の

し

川

糊

精

る

に

す

道

通

の

音

帳商屋が育笹 fこて〉箆物の帳面

〈官芸術廼 駅 所 載〉

υ盟諸狂歌夜光京 IIJ j}j 載〉

ｾ括 ｢ つりてるは、紙をもって竹肢と

いふ来曜に出づ。 呉服太物屋では物が

物ゆえ、損つでも無駄とあきらめてか、

紺木綿に白抜きで直般に

日 し 英 郎 太 物 類

日 し 染 地 木 綿類色 k

日〈、現銀かげ値なし

廿
売
品
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w

e

、
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め
ん
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ヤ
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今
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、
今

7

H

込

ιF

し存分 ｉｾ 染め分 ＨＱ Ｑ こ長暖簾で目標に

する。仕巧者として尤なるは幽勝屋の

資り子に 、人好きのする鼠を使ってゐ

1: ことであらう。いま - k に就いて詳

逃する隙をもにぬから ‘ 奮稿「古者彼

ク虎馬主信託時報連載 クに謀ってお百玩」

〈。
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貿 底 底 頭商 の

角 篤 彦尾

商底には其管業科目によって幾多 の種類を数へること が出来るが. こ〉には現代事主主主の

絶頂に達し且研究の封照とされて居る百貨底以外の小賀掬庄の屈頭について考へて見度い

従来の我部市の;J、質商屈は呉服底の様 iこ暖簾を下げて道路と底内と の簡単な仕切と矯し

たも の もあるが、大轄に於て八百屋や荒物庖の様に開放的であっ t: 。ぞれが一旦欧米の建

築様式が轍入せられて速に前面の改造とか飾窓の新設、出入口 の考案を口にする 様 になっ

て、外閣商応の潟県の携き直し lこ浮身をやっ して出来上つにも のは営時の都市の一部 の人

k には新らしい形で ある主か. ハイカ ラであると か云って許判はきれでも. 肝心の商賓の

方は 許 判程 の 繁昌を伴はするＮ却 っ て 改 造前 の 繁栄 ｾｦ ， 忠ぴ つ 〉長太 息、に金融 の途 を あ れこ れ

と苦情した人 k もあっTこ。 これ等は根本的の研究が足 らすし て. 自家の販賀商品と 顧客の

心理 状態と改造の要旨が相反し t: のを 心附か守 して 、徒に 外閣の形式的模倣が嗣 しに もの

であっ ?こ 。

然しこれ等の貴い犠牲によ って吾 k の考察は一歩深 〈進んで 自家の直面せる都市の道路

の扶態 、交通機闘の連絡、販費商品の種類、種 k の階級と性質の異る顧客の 心理以態に迄

及び 、一方新材料 主 主続的 の 官 ｾｩ 窓を 印ぷ的 な清 板 で引き締 め た街頭 〈バ リ ー〉 ピ ー ノ ι ハ トウ氏 設計

の出現と新工作方

法の工夫 、j照明方

法の輩達 と相侠っ

て異常の進歩佐鈴

し、他方吐舎の入 、j

k の気分の縫化に

"*って近年著 しき

費化 を来しに。即

ち個人 とし ては商

脂建築として限 ら

れ? こる函僚 を如何

に有効に使用し 、

通風、採光‘ j照明

等の設備を経済的

一〆

悼 "

2 5
1

) (  



に解決するか . 顧客を招〈ぺき看板、標識等はじめ飾

窓等を如何 l二有効ならしむ るか 、更に庄頭、 庖内の陳

列菱. 戸棚等の配置、底員の配置等を如何にして能率

的ならしむるか . 顧客を如何にして満足させ且つ引続

いての愛顧を受〈る矯めには如何なる施設をなすべ き

か . r t ' 考へさせられると同時に一方に於て自家の属す

る都市の美観の篤には多少の譲歩も忍ばねばならない

如斯例人として商庖の要求 t 祉舎人としての牽制との

相反する雨者の要求を安協し. 満足せしめ得る建築を

遺ることが出来得れば商応建築として理想、に近いも の

と云ふことが出来る。

「看板」新聞、雑誌、ポスター、アドバルーン等の

熊告は暫らく欄き最も遠距離から硯界に入るものは標

識看板である。我が園の現在の如〈多〈の個人商庖が

大抵 1 戸を調占し、 1 階の庇を唯一の看板の置き場所

と考へて居る時は、制限なき形紙、色彩. 文字の右書

印 象 的 な 右 板 を 持 つ 応 頭〈パ ロー) ! : ヴ アレリ オ氏設計 左書等

"' ' ( 'C 'W 三二』コーーーι できf て竃 各自各

ｾ哩区戸ｾ l '  J  吋 .  一 ＺｘＧ，Ｎ ｾ

様の看

板を掲

J ヲきァ‘ ｾ＠ 寸 調

壁 面 か ら 突 出 し た 看 板 〈 プ レ ス ロ ー〕

アドル 7 ・ラ ーデイング氏設計

げて a k にして都市の美を害ねて無関心の !jk態を来し

易いが、取扱ひの如何によっては有効にして E つ都市

の美を補ひ得ることと信す・る。猷米諸園 の棋に大建築

の一部の 1 階を庖舗として使用する場合には我が都市

の如〈庇上の看仮の格好の置場所を有せ子 、l 階と 2

階の窓の 中間横長の面と入口上部 . 前面の壁面の一部

を標識の位置として種 k の考案を施さ れ或る場合は壁

商より突出せしめて共の効果を有効ならしめて居る。

( アドルフ・ラアーデ イング設計のモ ーレン薬局の看板

とヴア レリオ設計の看板のE署員を比較せられ度い) 建

築物と文字の性質 t 閉嘗取扱ひ方が容易である。我が

都市に於ても地代や建築費の経梢上漸次共有の建築を

利用する傾向に向 ひっ〉あ るから 、此の問題も漸次或

る制限の下に置かれる時が来ること〉思ふ。

' X26 



¥ダi

庖内及庖頭圭一つの飾窓として取扱った例( パリー ) ) 1 ，. ナヘルプスト民設計

27 1>( 



出版業者の陳列窓 自の高さ 、出 窓式、窓下の温風 " こ考慮せるも の

フランツ・ 7 イリ ップ ・ジヨ ル ダ Y 氏設計

3整然と した 飾窓とコー ナ ーの雨{ Ui J に入 口 を 設 け た 例 ( ハム プノL グ〉

カ ー ル シ ユ ナ イ デノι 氏設計

I X  2 8  



自動車庖の庖頭と庖内 ( ノ、ム プノι グ〉

カー ｊ レ・シユナイデＯｾ氏設計

2 9
1 X  



簡 素 な 形 式 の flfr . 窓と入口 〈努と夜〕

ピーノι パ ー ペ 氏 設計

IX  3(コ



;.5内、出入口、 !吉

頭 を一 つの飾窓 と

して取扱った伊j

( パリー 〉

11. ナつー }l-氏設計

ｾ一一

一一一一一一一一一ーーー 協 と一一一 ーー

普遁の惑の僚に取

扱った ・飾窓 〔パ

リー〉

31
1
) (  



- パサージの一例・

I X  3 2  



自の高さと細い細

工を持つ商品を考

へて設計された庖

ｾ＠ ( バリー〉

ト弓ヴゼ一氏殻針

共通のｾＮｾ有す

る商庖街

1925年パ リー工軍事

樽賞. 内

3 3
1 X  



デ ザ イ y は官会り よ

くないがこ 暦 式の

陳列窓の例

I X  3 4  

パックの上部を開

放 し て陪. 内 の採 光

を考慮 した飾窓

セ チー ユ氏設計

¥、
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ステインレススチールの持つ明るさ ( 聾 s と

I X 3 6  



ネオンライトの明るさを標識に用ひた例 ( 夜) ( . : . ユーヨーク) ヴアシ ・アゴピアン民設計

3 7
1 X  



飾窓 看板の芸大に我 k の視野に入るものは飾窓である。欧米に於て も其の園民性によっ

てかなりの特徴を見出す e' i が出来る。英国のサムプルケ ース式の雑然とし1: るもの . 俳

蘭商の描酒なる中に一種夢幻的気分の漂って居るもの濁乙の整然とした力強き、米国の簡

潔明瞭なるもの等夫 k 異つに取扱ひ方を見受けるが何れも顧客に先つ' 呼ひ' かりる震に相営

の苦心を掛って居る。此の設計の如何によって顧客を庄内に誘導 し得るか患に通行人の歩

みを止むるに過ぎぬか の岐路に立つ ものである。向叉其の入口に射する 位置、パック の設

計如何によって庖内 の採光、通風に著しき障害を来すも のである。共の他取扱商品の極類

に感じて IJ 製高( 道路面より の〉 間口 、高さ 、面積を考慮し畳間の太陽光線による効果し

夜間の人工光線による効果とを考究せねばならぬ。従来は飾窓と出 入口の建築を主要部分

として額縁式に装飾、構成を施されて、却って商品の美 しさを 奪ふ様な結果を来 しにこと

もあっ亡が. 硝子及金属の自由なる使用法によって近来は極めて箪純に 何等障害なしに硯

力を陳列商品に集注せしめ、商品の特徴 を顧客の頭に印象づける様に努力せられて尉る。

( 各種挿諮を参照せられ度い)

入口 飾窓の魅力により今一歩 を進めて 庖内へ顧客を導〈震には入口 の計撃 に重大なる

考肢 を要する。 誘導的飾容を用 ひて不知不識の聞に出内に導〈ことは相営の効果がある(

ヴアンアゴピアン設計の潟県参J ! のが . }I占内の配置如何 によっては勅商場式に、或はパサ

ージ の如〈 単に客足を通過せしなるに止・ま，り販費能主宇佐減少せしむることがある。 扉 を用

ふる時は第一僚件として親しみと温容と気軽 きを

以て 、気安 〈出入の出来る様にする。官余りに 巌に

過ぎると ll1入に 鴎踏せしむる不利がある。

連鎖底の如き各地各所に同一系統の商品を取扱

ふ場合には庄舗の形、飾窓、入口等 を同一形式に

統ーして. 共の存在を顧客 に訴へ記憶の連鎖によ

って共の蹟告 憤値をー居深めることが有利な方法

である。高島屋の十銭 スト戸ア や ロンドンのライ

ヨン、ニューヨーク のチヤイルド の如き此適例で

ある 。

ベルリン のヴエルトハイム の如き多数の顧客の

自由出入の震に冬期開閉を要す る防風扉を 用ひす・

して闘に示す方法{ f 以て出入口とし室温 と外祭と

の調節 をはかつて居るが此の硝子の スクリ{ ンの

代りに 相互凹凸の飾窓 を取付け 、小賢底にl J 1i - 用す

ることも 一つの 方法ではないかと思ふ。

記述の足らぬ所が多いが徐は押圃潟県の説明で

補って頂き度い。
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商 築 の応 建 千 面

川 喜 田 煉 七 郎

吾 k の手許の商l占建築一一 ことに小商庖建築ーーーの卒商の参考として 、向 ふの参考書を

選ぶのは全つに〈無謀なことである。最近のアーキテクチユラルレコード誌( 7 月蹴) の

的庖建築批咋年の暮 ドイツから出版された L ADENBAU 等の各頁を徴細にながめ て行つ

でも、フアサード の参考以外の何物も見出す事が出来ない。もしこ〉に ある様な卒面を日

本の者11舎にあるノj、商庖建築がとったとしにら、恐ら< 3 ヶ月以内でその商底は波溶してし

まふにちがひない。 日本の商庖建築の卒商はか〈 の如〈特殊 なのである。そ れが将来欧米

の如〈 規絡化されて、人 k の気持 もこうし 1: 商J; S にすっかりなれる様になっ1: ら別の話で

あるが 、恐 ら〈こ〉営分、それは夢物語り にしかすぎない 1:.' らう。

向ふ の商庖は底頭に先つ' ウヰンドが大き〈口を聞いていて. そ の聞 に所謂入口 が小 さ〈

めいて いる。しかもそこ にはガラスの扉が 、必十しめである。人々はこの透明な商品の臥

列泊Ｈシヤウカーステン〉にほとんど習慣的に近づいて、品物ｾ賀ふ買はないは ｅ りとして、

卒気で扉を排して中に入って来る。

ところが日本人にはこれが出来ない のピ。向ふの八百屋 と日本の八百屋 と比較して見る

と商白い 。日本の八百屋が純然? こる原始的な庖頭販賓であるに反して 、向 ふの八百屋一一

所調グ ロツサ リーー にはウヰンドが付いてゐる。パスケッ トを持つ? こオ カミ サン達はガラ

スの戸を開げて卒集で買物に来る。気に入るも のが無げればそ の ま〉卒気で蹄っ て行〈。

それなら 、現在出頭と J;!; 内が微妙に連絡しに i者庄がにくさんあるかといふとそうでは無

い。現在の 日本の商底は所謂鹿賀式から陳列式への過渡期にある。しかもそれは日本の住

宅建築 が非常に長い間の経験によって き はめて洗練されに様式を持っと同様にＮ背のｾ賞

式庖官rti はあらゆる場所( 土地柄) 習慣に順膝 し得る さはめて洗練されにも のを持って居る。

しかも時代は進展して商品の内容、商庖の外の習慣が相首襲化し て来に これに商 l占もし

39 明



fこがはねばなちな〈なって. 必然と所調陳列式なるも のが要求 されて来? こ。主こ ろが この

様式は各商屈にとって全つ? こ〈未知のものである。? ごからインチキな経営指導者の言葉に

諾諾 としにがって駄米の底舗を直潟しに陳列式自舗を( 今迄のE佐賀式を念激に抹殺して)

作る様になる。これは まこ とに危険な事であ っ仁。住宅建築が臥米の模潟そのま〉では次

の時代の新しい住宅を創造出来ないと同じ様に . 底舗に於ても相首な訪れ、洞察をもって観

察し解剖し 、さ らに新しい形式を想像する 事によ って次のものを生み出す準備金吾 k 建築

家の努力 tこよってしなければならない。ことに商庖建築は人聞の心現的なものが重大に闘

係して来るから一清一定の形式含決める事が困難である。しかしこの流動して行〈形式の

内にこそ正しい意味の商庄の姿がある事を忘れてはならぬ 将来の祉舎と終来の住宅( ジ

{ ド ルンク) を紙の上で宰想して描〈ことも建築家の創作であらうが現賓に直而して淡溶

して行〈中蔑階級の 一つ一つの生産的工房であるところの小商1;'; 建築を如何にすべきかる?

研究し解決することも叉建築家として の創作であり任務で さへある様仁思ふ。今 のと ころ

賓をいふと商庖建築の参考書は一つ も無し、と云ってい' : > 0  1ごから吾 k は各自で叉相互に現

在みるところの商応を充分調査して‘ 商1;5建築の新しい卒l百をそこから創作して行〈努力

をおしんではならない。

商庖の設備の一つ一つを研究してそ のデータ戸 をつみ重ねて行つでも決してよい商 l占の

卒面は生れてこない。fごからと云って新しい設備の研究が大切でないと云ふのではないが 、

ともかくも建築家 として 一番先に立つ問題は「卒面の創作」である。私はこうしに意味で

いつでも街ￅＧｾ廻って歩いては庖舗 の卒面や配備や陳列の隅に迄一一一商品の一つ一つの性

質やその特殊な陳列方迄一一観察する事を忘れないと同時に 、それから感するる示唆によっ

て新しい商庖のプランを暇をぬすんでは創作する事を忘れないで居る。

次にあげる ｬｾ の卒商は私のノー ト ぞそのま〉公開しに貴金属庄の卒面の創作集である。

簡単に説明をしておかう 。
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⑦ 

全

半

嘩

道ｾ 通 りながらに ｙ 見るウ ヰン ドとは( 1)  

遣っている 。向って左のウヰ ン ドが L 字型 、

右の ウヰン ドが縦型である。この極の ウヰン

ドは貴金属底 、或は高級な商品を買る庖では

相営大切である。客は街路から 一歩近づりる

と云ふ意味 で大切である。アメ リカ で1930年

頃から 出来始めにのにこれと似? こものがある

ケースが我閣のとは全〈性質が遣ってゐる。

が! 古内から庖頭に向って出て来る。ケ ースの

線 ｾＱＺ どって見ると庖頭にきて急Ｚに カ ｻプし

てゐる 。賓線は客の動線‘ 破線がl苫員の動綿

である。客の勤線は出来る Tごけ応内に分布す

る様に考へる。 j占員の劃j棋は出来るにけ近道

。Il
X I  

I  1)( i  

I - - - - J 中

を通っ て能率的に 。

中央から僅かに左に寄っ てウヰンドが
( 2 )  

ゐ

f

A

Y

、二

此れで客を二手に分ける 3 右の大きなめる

口はブラプラと這入る客の震めに、左のノl、さ

い方は「直し」一一修繕の事一ーや古物の賢

門

1

1

u

仕

事

場

買の矯めの客に。賓線を参照。仕事場は斜に

一面に ガラスを張っ て仕事場の様子を外から

4t 明

見

事

寺

ケ

|

ス

悟らせると 同時に採光を完全にする。仕事場

の奥にある斜の カウング ーは重要な取引台に

もなる 。普通の客は ケース の左側 に来 て屈員

と取引する。庖 員は閣の破棋の隊 に奥から出

て来て此の客 と取引する のであ る。 手前のケ

【スはや〉高〈な って ゐる 。
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む
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メ
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む

む

も

円
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( 3 )  全部を単位の移動ケ ース 3 種

に依って構成する方法である。ウヰ

ンドは縦型と横型とを巧みに併用し

てゐる。中央のわぎと斜に曲げにケ

ースは底頭からのぞいに客の眼にち

ょっとしにイリユージョンを起きせ

る 。 ケ ー スの上に色 ｫ な物ｾ置〈事

によって向ほ此のイリユ ージョンは

面白〈なるであらう。ウヰンドの内

部に' i lいにウインドのガラスと卒行

する直棋はウヰンドの陳列を便利に

する潟めウヰンドｾｾ建め＿こ棚である

( 4 )  ( 1) のウ ヰ ン ドを更に極端に

しに型で ある。 但しよほど高級品庄

でないと向かないであらう。客はウ

ヰンドの放っ幻惑的な魅力につられ

て中に這入って来る。中は理解ろz p : 凡

な構成である。ウヰンドと第 l 番目

のケースとの徴妙な連絡を考へるこ

と?ご。



( 5 )  中央の桂を問む阿角なウヰン

ドと 、左側の大事な陳列棚の延長で

あるウヰンドと 、時計掛が山頭でふ

〈らん ｴｾＧ 形のウヰンドと一一此の三

つのウヰンドが微妙に庖頭と応内を

連ねてゐる。右側の カウング ーケー

スが庖頭に来て僚に曲って ゐるのも

重大な形 の問題である口

*  

( 6)  草純な様ですこぶる意味深長

な構成である。縦型、横型ウヰンド

の虚賓相隠する庖頭から、業と客を?

外から見せてー直棋に奥まで連続す

るカウンタ戸余シ{ ヨーケース。客

の後はわき. . e康 k とありであること

に注意されにし。突き営りの金庫の

庖頭に放っ蹟告的効果。

⑧ 

⑧ 

仕 事 場

日

0

0

0

0

0

0
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〈フ〉 ( 1) の ウヰン ドと同じ様な形

式を? 持ってゐながら それ と は 全 〈 匙

11  つ 1:J 干j 注を持ったクヰンドである。

01 
/)(. /1 ( 1) がr.!i 頭の客をふところに挟へる

/1  役 目 を す る 時、此鹿では懐に入れに

客を? 更に奥へと放にふとする策持が

。
IHて ゐる。白頭の最も効果的な成告

〉止

。l

」一一
11 はハッチを百 |いに背の 高いケ ースで

ある。ウヰ ン ドで惹きつげられて応

WI  

頭に来 Ｑ 二客の ｦｬｲｾ は必然此のケースに

件ーがれるか ‘ 或ひは此のケ ースに辿

〈か ら惹きつけら れて応頭に来るか

イ主事場 タｾ である o ケ { スからガラス張りのカ

ウ ン タ ー が 央 へ 統 < 0 ケ ース は/，I; 員

を隠し客の姿をちらりと白頭から見

〉ぷ¥¥
せる 。

仁三 トi

( 8)  . 透明なウヰンドを通じて中の

U 字型の特殊なケ ース金見せるやり

方。答: はウヰンドから中のケ ースに

近づいて庇員 k 取 引 す る 。 も っ と 重

要 な 客 は 、中に這 入 って 、 挫の前に

WI  J  

める斜の カ ウン ター のと ころ迄ゃっ

ｾ＠ <l P 
て来る 。

1X44 



? こつ? こ一つの長い六角形

の斜の ケース。此が此のl自の重

大な動かす可からざる構成にな

タ

ってゐる。ウヰン ドの前にはケ

ース がある。誘導 ケース である。

。。

中はちょうど ( 6) の様 に蹟 k と

めい てゐる。盤 、金庫、修繕台、

縦型ウヰンド の聞を這入って真直 ぐ( 1 0)  

に!苫の奥迄這入れるやり 方 。心新橋すぢや銀

ｾにも此の種の形式が現れて来 ｦ こ。高級品Ａ占

内

山

なら面白い。ウヰンドの商の取り方は客を吸

ひ込む様に、吸ひ込ん? ご客を奥へ放っ様に考

4 5
1 X  

門

出

同

凶

へる可き? ご。更 に左右のウ ヰンドが シンメト

リーでないことにも注意。 此は各
k の商が封

栴する向ふ側の商にはぢかれて中へ這 入る感

じがするので面白い。高いケ ースの向ふ側に

は屋根の様な勾配のつい 1: ケースを置き 、そ

の向ふ側に カウングー を置〈 。

( 9 )  

一

山
口
一

一

J
U

，
e

一

-

6

b

同
叫

一、、、

一'1
1

一

-an-

-

l

l

1

1

タ

カウング ーの配置に注意。

*  

日

。

。

。
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今迄のやり方と遣って( 1  1)  

相営在来のやり方を取入れすこ式

である。右側の陳列台を延ばし

てウヰンドにしてゐる こと 。ウ

ヰンドの後に仕事場があって 、

⑪ 

ウヰンドを透してそれが見える

7守

事など 。

*  

P  

棚

D
ノ

A

ア

ミ

、

些の部分をヂクザクに(  1 2)  

。
作って客のカウング ーに商する

時

計

制

口

川

間

U

。

。

w  

口

線を出来る? ごけ長〈すると同時

に. 金慌の構成を にぎやかにし

? こ所に 注 意 され1: し、。 時計掛、

3 角型のウヰンド、誘導ケ{ ス

等にも注意。

1X46 



(  1 3)  此の卒商は複雑な貴金属庖の機能を

よ〈物語ってゐると言へる。例の通り質綿は

答: の動線 、脱線は l苫員の勤線である。中央の

ウヰンドの右側の小さな 入口 は古物官買の潟

めの人達の入 口で ある。 入口 のウヰンドの側

のケース。それから向ふのテープルを粂ねた

4 角なショ ーケース。 その叉向ふの横に長い

ケース。 最後の挫の上の カウ ング ー。… … 此

れ? ごり後客の場所が出来てゐる。 どこ にも陳

ダリが/:H3候. 容 との感謝も出来る 。殊に古物商

を? 粂ねに賞金属庖の卒厨 として、推奨し?こい

ものであ る。 正面には 、カ ウン ター を通して、

職人が盛ん に仕事ーをしてゐるのを 、見せるの

である 。

*  

(  1 4)  此のウヰ ンドを ( 9) と( 11) のウヰン

ドと 比較して見るとよし、。 此のウヰ ンド の形

によって奥に出来? こ宰聞を仕事場に利用して

ゐる。 ウヰンド を透して仕事場を少しは見せ

fこ} j がよい。
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』認 4 8

タ ナ l (  1 5) 眼鏡

r目 減 ね 仁 it l ;ミ タタ 3

金属庖の平 l白I

である。僅に

真。
時 ス 斜になっ? ニウ

計 O  ヰ ン ド o それ iー タク

と併行し カ ー i  

。| ミ ウンタ ー粂 シ

。人 l  ョ ー

此が此の卒 l白[

の大きな特徴

である o 除 11民 I  w  /' 

室 大 時 計 ι /  口
口 ¥ 4  H艮科器械 、{疹

⑩ 結 合 等 の 構 (18:

成 に、 注意さ

11 r  
拘。

女 I I  ｉｾ 。

引 n ｾ Ｈ ＱＶ Ｉ＠ ， ｫ ｾ＠ I  jijg 
円 U Irt ll  (ど1(66)X 9〕時( 15ん; I  c0g  

U  口予11 9  の延長で あ る

口
ナ

口

( 1 7)  ( 1 8)  
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商 応 建 築 の 家 具 に 就 て

小 川 安 一 郎

近来商応の近代的建築が著し〈増加l し? このは一部の商 人が蚊年来の民替景気やインフレ

景気、満洲景気、軍需景策などに因って新築或は改築の官余裕を生じ? こと云ふ理由計 bでは

あるまい 、競争の劇し〈なるに伴ひ 、叉顧客である所の現代人の美に劃する感覚が洗練さ

れ鋭〈なって来るに従って、在来の上り権に腰をかげで商談し? こり買手が向か手頃なもの

が無いか土聞に立ってズツ ト手前か ら奥の方の商品を眺め廻さなげればならな かっ? こ様な

不便な奮式商庇が時代の要求から徐りに距り過ぎて居t: に因るであらう。 IJ、賀商の生存を

脅かして居る百貨庇の建築が近来益 k 改善美化 されて或は冷; 暖房の装置を施し或は集合場

や食堂や子供の蓮動場ぞ持つことに より 一種の公園の様に公共的 、享紫的性質を増加し 、

従来の百貨応の強み であっ? こ 「ー屈で希望の品が容易に調ふ便宜」の外に更にー居の強み

を増しつ〉めるに劃して 、之は叉在来の古風な小賀商庖が如何に大衆に劃して魅力の乏し

い E か、 IJ 、賀商が百貨庖 よりも商品 の値段が幾分安 いとしにところで是程のサ ービス の差

がみつては大家主? 値段fごりで誘引する こと は容易ではあるま い。

銀兎 に角近来の新 しい商庖建築が共の建築の外観と内部設備の改新 によ って枇舎 に封し

新Tこな呼びかげをして居ることは確かであるが然 らば建築そ の もの計りで無〈内部の陳列

ケース其他の家具に就ても果して同様の考慮が梯はれて居るか どうかを考へて見ると之は

少なからす疑問と云はねばなるまい 、例へば通行の顧客の注意を惹いて足を底内に呼び寄

せるものは建築よりも庖内の陳列ケ ースと 共中に飾られに商品である筈である . 陳列商品

を良〈見せるものは建築よりも庖内の陳列ケースである、陳列ケ ースが何等のアトラ ク シ

ヨンを持? こぬ草なるガラ スの曲であっては折角の新しい高債な商庖建築 も其効果を 充分に

強揮し得な いのみか反っ て之を減殺することに なるの である。

惟ふに陳列 ケー スは商底用家具中の最も重要なものであって . 食堂 に於ける食器に相営

し安いものを高〈見せる効果を有す る。叉住宅建築に於げる家具接飾工事以上の特殊の目

的を有するものであるから建築の様式に相際しいものが必要である計りでな く、 陳列す る

商品の種類によりデザインにも用材にも色彩にも配列にも充分の考慮が必要である E は云

ふ迄も無い d 自分の最近関係しに或る紡績曾枇のサ戸ピスステ戸シヨンの陳列ケースは

S A  Ｑ 或はステシレススチールｾ以てせられたのであるが、ジュラルミシ ｦ ごとかホワイト

プロンズfごとか、斯る金属を以てし? こ陳列ケースが婦人主主の新しいデリケートな或は時に

集まぐれな感量に訴A る流行品や新製品を陳列するには拘 i二成功したものと思はれた。叉
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或る百貨1吉の洋品部でゼブラウッドで縁取りをしに ケー スを用ひたの であるが 、顧客は商

品が見えない遠方にあっても先づケース の燭感に引き 寄せられる様に思へ? こ。或る骨董商

ではプラックウオールナットを用ひ?こが其の落着いに色合ひと内部の商品とはシッ クリと

調和して 、何れの商品も頗る高似なものに見え 7このである 。

近来佐宅向きの家具には外国産叉は内園産の鎧っ た木材を用ひることが多〈なつ? こが、

右の様な特殊の効果を期待しなげればならぬ陳列ケ ース には 、使用すべき木材或は金属の

選揮にー屠の注意を郷はなり ればな らぬ課であっ て、塗仕上の色合に就て も同様の こ とが

云へる のである。

それからケ ースの配列であるが之等は商庖が何れも場所を集約的に使用して、成可〈多

数の簡品を陳列し度い震に無理をしである場合を屡 k 見るのであるが 、顧客の気持のよい

縦 胃を主なる目的とするならば通路が狭過ぎない様に注意するE . e . 、通行 中の顧客が共の

屈の取敏商品を容易に知り得る様にして内部へ誘引し易くすることが特に肝要であ らう。

顧客と商談しにり 或は数人の庖員を集合し? こりする必要から 、陳列室の一隅に熔接用家具

を置 〈場合は椅子等の翁に著し〈通行を妨げられ、庖員の能率ーを低下する恐れがあるので

小商応は成るぺ〈折盤式の椅子を用ひることを御時めする。然し此場合に注意しなげれば

ならぬ E は従来折挫椅子の様に大盤掛け 心地が悪るかつ? こり直ぐ破損 し?こり全〈の安物で

あって唐金悼の集品を損十るものであっ? こりしてはならぬことで、仮令来客用でな〈ても

顧客に見られ る恐れのあ る家具は相営高級なものを用ひなげればならない。幸に近来の折

盤椅子は小椅子でも肘掛椅子でも 頗る高級な堅牢なものが 出来て居るのである。

要する tこ兎角奮套を 院し殺ね 1:1者自が . 先づ建築に於て新? こな様式に移 b つ〉あるに劃

して、陳列ケース などの庖内家具 に無頓着であっ ては「頭隠して尻隠さ十」になるのであ

る。商品の種類の異常なる 増加. 品質の 向上. 顧客の新? こな趣味、感覚の急: テンポの鐙化

に劃して商庄は建築のみならす・共の庖内の接飾特に家具に闘して注意を怠つてはならぬの

である。

! 神戸市公舎堂建築設計懸賞競技規程中誤謬訂正

今回紳戸市役所臨時公舎堂建設係ヨ リ本協舎へ主主附ノ規程中誤謬訂正方御申越アリ即下

記ノ 通( 規程本文ハ「建築と 祉舎」本年 8 月披130頁掲載)

C  0  0  

一、第四章第十九項( ー〉ノ( イ) i 本規程第三章第五項 、第 九項叉ハ第十二項 ノ各候項ニ

違反シタル者」トアルヲ「本規程第三章第会項第千項又ハ第十主項ノ各候項エ違反

シタル者」ト改ム

一、 第四章第三十三項〈一行自 ) i 首選者叉ハ選外佳作者トシテ決定シグル後本規程第三主主

第五項= 該営スルコ トテ 」トアルヲ「営選者叉ハ選外佳作者トシテ決定 、ン タル後本

。

規程第三章第六項= 該嘗スルコトヲ」ト改ム
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地 下 商 応f苛

伊 藤 来日 夫

市内中権部に於ける地慣の昂脆につれて 、土地の有効な利用方法として高月号建築物の稜

建する事は既に過去の事賓の詮明する所で、極端な例としては紐育市の如< 40階50階の建

物の出現さへ見fこものである。然し乍 ら我が聞に於げる古川 、地上 100 尺を限度として建

物高さ の制限を受〈る場令には 、自然の勢ひとして地下に進出する事が考へられなければ

ならぬ。既に現在に於てふ大ピルヂング、大百貨! 古等に於ては地下 2 階 3 階をま安げる事

は常識とさへ考へられるやうになり、地下 4 階 5 階の可能性さへ論ぜられる有様である。

従って之等の地下建築物内に設けられる商庖はE買い意味での地下商! 苫街となる課であるが

此鹿で云ふ地下商庖街とは之等建築物の地下室利用のものは除外して 、もう 少し狭い意味

で考八て見? こい主思ふ。

即ち、或るー黙から或る一騎への交通を主 として共の交通の序手に買物をする、目的地

へ主主する矯めに歩行しながら商庖を見て行りると云ふのが商応筒であ り、例へば大阪の心

療橋筋の如き、叉は東京の銀座通りの如きものが良い例であ、ると思ふコ更に伊太利ミラノ

市のピッ トリ ャ・エマヌエル街の如き 、一方の軒から軒へ硝子張りの屋根を架し通行人は

雨に切れる事な〈心行〈まで雨側商底を見て行げる所謂ア{ ケードの如きは最も理想的の

商庖街と云ひ得るであらう。

近時都市の急: 激な交通機閥、特に自動車の激増につれて各園都市とも年 k 街路巾の鎖張

を行ひ、大都市中央部に於ては土地面積の約 3 制内外は街路に専有される有機である口之

等街路の表面は勿論有効に利用されて居るのであるが 、其の地下は殆んど利用されて居ら

ない。勿論街路下の一部は各種草u設物によりて多少利用はされるもの〉、之とても現在の

如き飢組な埋設の仕方でな〈 将来共同管理講の如きものに整理牧容されるならば向随分な

空地が無駄に費やされて居るものと云へやう。之等街路乃至旗揚の地下を利用して歩行用

の地下街路を設げ 其の雨側に陪j 庖を設りると云ふ事は誰しも一腹考へ及ぶ所で、此庭に初

めて. ut 営の意味での地下商庖街が出現するのである c 以上は土地の経済的利用と云ふ掛か

ら考へての推論であるが . 質際問題としては地下の構造物は地上構造物に比して工費が非

常に高〈向換策、照明等の設備及び共の経費を考へるならば単に土地経済の黙から出張じ

ての地下商 l苫街は果して貧現性があるかどうか挺問である。

次に都市交通の賄から地下向庖街の可能性を考へて見Tこい。紐育 、市俄古等の都市中心

部に於ては現在街路幅員割合に狭〈高居建築櫛庇して将来街路幅員営破張するには非常な
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犠牲を? 梯はなげればならす¥一方自動車交通は益 k 増加l して現在街路の全幅員を之に営て

でも向足らぬ紙態である。従ってｾ米利加 の都市 計聾技術者 の聞には 二重街路一一地下 或

ひは高架一一建設の問題が可成り賓際的の問題として論議されつ〉ある有様である。従っ

てかかる都市に於ては都市中心部に相営康範国の地下街路並びに商庖街が恐ら 〈近き将来

に賓現されるであらうと云ふ事は充分考へ得 らるる 所である。併し現在の我が園 に於ては

路面交通も決してそれ程に行詰ったものでなし E つ筒路の蛾張も技術的にも経済的にも

不可能の欣態には達し て居 らないのである から康範囲の地下商庖街の 出現は向随分遠い将

来の事でなか らうか。唯特殊の場所、例へば大都市の主要停車場の前面等に於ては各種交

通機闘の整理の矯めに可成り康大な騨前庚携が必要とせられ、従って歩行者が此の庚場を

面で横断すると云ふ事は相嘗困難な事であり且つ危険をさへ仲ふ欣態にある。か 〉る場合

路には此の贋場を横切って地下横断街路が嘗然設けられる 可きも ので、か〉る特殊の場所

に於ては地下商庖街の出現も充分考へ得ら れる廃で ある。

向今一つ地下商庖街の出現 をうながすものに地下畿道がある。現在各閣の主要都市には

殆んど地下畿道が建設されつ= あるが. 之等地下停車場の中階を利用して地下商庖街とす

る傾向がある。倫敦地下織のパンク騨やピカデリーサーカス騨の如き . 或は東京地下鍛の

上野騨の如きがそれである。此の場合には既に地下停車場として掘撃されに上に製渓しの

代りに中階が設げられる のであるから 構築費も比較的廉〈賓現され得るのである。

以上述べ? こ通り紐育、市俄古等の都市に於ては可成り康範聞に亙つての地下商庖街が考

へられ、我が園に於ても大停車場前旗携の地下乃至地下餓停車場の中階等には夫 A" /J 、1屯閏

の地下商庖街の可能性が考慮されるのであるが、然らぱ地下商底筒としては如何なる設備

が必要であるか考へて見?こい。

地下商庖街として第一に考へられる黙は採光乃至照明の問題である 。庚場又は街路の下

に設げられるものであるから普通建築物の地下室のやうにドライエリヤを持つ事は殆んど

不可能である。 E提携叉は街路商に安全地帯叉は級樹帯のある場合には此虞から多少のトッ

プライトを採る事は考へられるが、之とても充分な採光商積は得られする殆んど人工的な照

明に依らなりればならない。現在建物の地下室は建築物法によって其の採光面積を規定さ

れて居るも の〉之も殆んど申詩的のもので 、色エ際上有効 に働いて ゐる採光面積が果してど

れ丈あるかは頗る疑問で事2ぎには人工! 照明によってのみ補はれて居ると云つでも過言では

ないと思ふ。従って地下商居街の場合に於ても形式的な採光面積を取るよりも寧ろ定分な

照明方法によって之に代へられる様にし? こいも のである 。地下街は構造上天井高 さが充分

取れない闘係からI ! 夜明の方法も 出来るならば間接照明が適営であり 、向普通のタ ングス テ

ン電球によるよりもムーア管の如き放電式光源によるものが最も良いのでは無いかと思は

れる。かつて倫敦地下鎖の一停車場中階の照明にム{ ア管を用ひ? こ事があるが. 電策技術

の不完全の矯めか其の後駿止されに由である。現在ムーア管は製作の困難のｾめかＡ被明用
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として使用されて居らないが. グングステン電球のやうに電力の過牛が熱として稜散さる

〉事もな〈 、叉高盤ではあるが使用電力は非常に少な〈て情なので地下街の )!H明としては

最適のものでなか らうかと思はれる。

次に換気の問題であるが. 之は絶割に機械的設備を必要 k する。即ち出来るならば機械

的設備によって新鮮な 空気を吹き込み、更に機械的設備によって排出する. 或ひは少な 〈

もそのいつれか一方の設備を設げる必要がある。特に地下街};ij 街に飲食庄が設げらる〉場

合には 、之から穫する臭気は 一般排気 とは別に各倒別に集められて其の臭気が他庖に流れ

ないやうに考へられなりればならぬ。

防 水 防iA排水に就いても充分な考慮が携はれなければならぬが. 特に防協に闘しでは壁

を二重壁として一方には構築よりの漏水を鹿理し同時にi民度と構築聞の操度差によって壁

面に露を結 ぶのを防ぐ必 要がある。同様の意味で天井も出来る事ならば二 重天井とし1: ｾ、

ものである。向最近の風水害によって路面の浸水せる事しばしばであるが . 之に到しては

出入口に於て特殊のシャ ツター なり叉角落しの如き設備を設けて寓ーに備へる 必要が ある

正 誤 表 ( " 最近の電策錯接fぺ 浅 野 新 一 ; 第18輯 第 8 披)

頁 行 E奨 正

59 上 か ら12 4I)>接的研究〉 4I ) >接的研究

11 
上から 24 Pi lpert Hi l pert  

61  上から 23 Seel endraf t  Seel endraht  

64 _t から 20 第7b闘牛自動鈴接機 第7a問自動電弧鈴接機スパン 9 m

"  
_t 由ゐら 21 第7司問自動電狐鈴接機スパ y 9 m 第7b闘牛自動量容接機

65 下から 10 yol taeg vol tage 

66 下から 13 人口 10) ，∞以上 人口 ω 0，αXJ 以上

11 
下から 8 Al ameda， Col jL P_ RcJ' keley， ａｬ｡ｬｬｬ･､ｾ ，＠ Cal i f.  P.  Berkel ey， 

67 上から 9 Compon  Compt on 

11 
上から 20 Sebast pol  Sebastopol  

1/ 

下 か ら l Gr and J l l nct i m Gr and J l l ncti on 

68 上 か ら12 Cl evel and， Chi o  Cl eveJ ano， Ohio. 

11 
上から 13 Dever， Denver ， 

1/ 

上から 16 Chi Cago， Chi cago， 

69 下から 2 L  boratori es， Laborat ori es， 

70  上から 19- 20 aomi ni st i川 iou adm in istrati on 

11 
上 か ら21 Ouadr ar. g<l l， Ol l adrangl e， 

1/ 

_I-. 方通ら 24 Paral  Sぉrah

11 
上 か ら25- 27

( Ne w H :¥¥.en H ospital ， Yal e  ( Ne w Hav en H ospital ， Yal e  

Medi cal  C白 l ter M edical  Cent er)  

70 上から 9 W yatt Cl i ni c anl  も.Yyat t C l inic and 

"  

11 
Lel and W K .  i ng Lel and 九v. Ki ng 

11 
下から 5 1933 1933 

_!- .から l

第 12間程狐築鈴接せる 14階の

事務所建

第 17問ポスト y 市 立 病 院

11 
下 か ら 7 本隠のプラ ット アオー ム 本廊のプラ ット 7 オーム

11 
下から 4 之 に こそ 之 と そ

73 下から 7 第 171副ポスト y 市 立 病 院

第 12肘|危狐鈴接せる 14階の事務所

建築
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商 応 照 明の 話

|有 田幸 夫

商Ａ苫 ＩＡｾｴ 明は、飾窓 、 底内 、 及び庖頭 即 ち外出照明の三つ に分 げられる。これ等 個 ｫ につ

いて の一二の問題なり、最新の傾向等についての み述べる。

1  . 飾 窓 の 問 題

近代的な飾窓では 、マネキン人形等を使っ て、立恒的 な装飾を行ふ場合が多い やう であ

る。: ! i J i 様な飾窓で は光 とi庄の数巣 について浮き慮す べ き黙が多 し mt 明方法にしても、普通

j  

t  

/  

不 良 不 良 良

質ｾ I  ji: -il  飾慾照明 の比較 ( 黒 い部分は 光の浪費 となる部分〉

不 良 不 良 良

)1'; 21必1 X レー反 引笠によ る飾窓照明 の比較
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の庄で見られる様 1S . 陳列品の上部前方からのみ光をとる

即 ち X レー反射笠のみに依るJ ! 代明( 第 1 闘及第 2 闘) で

は 充 分な ｈｻ ｾ 日月 数巣が望 まれない。従って、 ｘ レ ー 反射笠

のほか にフットライト、 スポッ トライト. 又は飾窓投光

器等を併用する 、9l lf 窪装置に於げる構成的形式を基準と

する 照明方法が認められて来7こ( 第 3 闘)。

ｾＧＩ［＠ 31i;i j  舞選照明方式 に よる飾窓

ｦｬ Ｈｬ ｬｾｪ＠

若し細工の潟賓的に車10か〈メ ーキアツフ・のi庇手な マネ

キン人形の場合は 、背景を明るくして飾窓内に陰影を作

らぬ程に均等に J! 賀度を高〈し. くすんにj此色と形式化さ

れに肉付げとを持つ人形の場合は . 背景を暗〈沈ませ少

数 のスポットライ トに よるのが相隠しし更にエロチッ

クな味を浪厚に出させるには、い ぶ しのか〉つに金属色

の丸っこい肉開に度ぎついフットライトを前方から投射

する方法が選ばれる。

飾窓の天井の全面叉は前牛商を? 蹟故性の宇透明裕子で張り、その裏に光源を隠して j照明

する、スカイライトによるものが . 近代の飾窓に見られ

る稼 lこなつにが. こ の方法の ものは顧客に Itt輝を奥へる

l誕が少なく. 大きい飾窓、叉は三方から 見る飾窓には好

ましいものである( 第 4 園。

父. 飾窓では比較的に容量の大きな電球が用ひられ .

俗に携ける、即ち槌色による陳列商品の民館が常に問題

となる 。こ れは主として電球から出る紫外棋の作用によ

るもので、温度が高い程著しい。これを防ぐには 、理論

上飾窓の天井を透明裕子なり、ｾ透明晴子なりで排らへ

その上から ｊｈｾ 明すればよいと思はれる。普通の硝子は紫

外棋を放牧すること が多し、からである J この意味でスカ

イライト照明では、槌色作用が比較的少な〈なるも の と

考へられ . 飾窓には推奨してよい照明方法であらう。

併しこ の方法では水平面のj限度が強い割に. 垂直面の

JIH度が弱〈なるから、飾窓が絵り大き〈ない場合は 、硝

子日長りの部分をなるべ〈多〈とること、又一方叉は二方

から見る飾窓では 、前方に少数の X レー反射笠又は飾窓

別投光器を併用して. スカイライトを補ってやれば、良

第 4 悩i スカイ ライトによる飾窓

照明

5 5
1 X  



A  

8  

い!!H明が得られる。

この方法では碕子を透過する時、光の一部が吸牧される

から . 同 じ明るさに劃して 、X レー反射笠を使ふ場合より

も3 割か 5 割位大きい電球を用ひる必要がある。

スカイ ライト照明によると光線が繍散されて柔いも のと

なるから 、陳列品 の種類 によっては . 例へば人形庖、賀石

底等のやうに光線陰影の必要な飾窓には 、総慢に活気が失

はれ 、不向で あらうと思はれる。

畳間、飾窓の硝子に外景が映って . 内部の商品が見えに

〈いことは、日常経験するところで、これが針策として、

簡単で数果のある方法がま fご示されて居な い。一般にはテ

ント 、カーテン等で強い日光を遮ぎる方法をとって居るが

勿論放巣は望めない。この際飾窓内に電燈を黙りれば 、そ

の影響を少〈すること が出来るが、少〈も卒方米営り 5000

) 1 . - ーメンを必要とし . 経済上許されぬ場合が多 い。第 5 闘

角fi 51凶 的i窓の硝子而から映 A B は、これの防止策 として紹介されTこもの 〉一例で、

像 を 除 去 す る 一 例

飾窓の硝子を轡曲するか . 卒商の健傾斜させて、映像の返

射光線を下方に逃す様. 考慮され 第 6 岡 間接照明の'I'r例

て居る。併し智iiII度なり 、傾斜角

度なりに相営の研究を要し、構造

方法等についても建築方面の人々

の一考を 煩はしにい問題である。

2 .  庖内照明の話

j占内の照明は普通の事務所等の

j照明と別 に嬰つ? こところはな〈 、

H主師伝聞へない! ! 夜明を施すことは

あ論 、品物に影が出来ぬ様. 底内

ｾ均一に明る〈することが肝要で

ある。これに嗣聯して電燈吉井具の

選禅 . 取付位置等が問題となるが

場合に臆じて趨賞に研究すべきで

ある 。

j照明器具は一般 に、 畳間は邪魔

物扱ひにされるものであるが . 殊

I X  5 6  
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第 8 圏 間 接 照 明 の 技 術 的 資 料
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第 9 園 天井又は壁に光の曲を取付りて建築化

!照明をする場合の技術的資料

A  

B  

A  

C  

I X  5 8  

。

E  

F  

H  

工

哩
k

第 10 園 天井、壁 、梁等の 隅 を利用 し

て建築化照明 をする時の技術

的資料
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K  

B  

L  

q  

艶 ?角 打 ス ト4

ルイ

p  。

工

E ゴ

第 I I 園 天井又は壁に 凹所 を作り硝、子面 をこれ等の 面と同じ平面

にして建築化照明をする場合の技術的資料

5 9
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第 121尚l 露出式の最近 のタト腕照 明の一例

にf占内で津山の

持具が下って居

ること は感心し

ない。此立場か

ら建物と ZIj 例に

なっ仁川明裕具

を吊り下げない

で建築構治物を

稜光慣として ｊｈｾ

明する方法が近

時の商 。ii 、喫茶

山に見られる。

覗界を妨げる総

具がないから、

感じが簡潔で、

明るい光の面は朗らかな昼間の感売を構成して. 近代人の感覚によ〈合致し . 商庖内の照

明として多分の将来性があ る。こ 第 1:<岡 アド・ピ ft ( 大阪戎橋々昨〉

の方法に間接照明( 第 6 闘〉と建築

化 j照明( 第 7 闘) の二つがある 。

間接照明では、光源から出る直

接光線を天井及び号室に蛍て 、こ の

光は天井、壁等の庚い部分を? 第二

の光線として護散せられるから 、

極めて穏かな照明が得られる 。電

力費は多 少大き〈なる が . 美術品

庖 . 高級な書籍!吉、帽子庖其の他

策分を重んす・る商庖等に適嘗と 思

はれる 。

第 8 聞はその方法の技術的な二

三の例を示し? こも のである。

建築化照明は 、天井を半透明の

硝子で 張 れ その裏 側に電燈 ｾ 黙

け、桂叉は梁の周りに更に乳色硝

子で園ひを作って . その聞に竜燈

I X  6 0  



{f野点火 して 、ぞ

れ等の透過光に

よって 、建築構

法部分をその{ 長

一磁の夜光聞と

して照明方する

方法である。

第 91函1. ｴｦｾ ｬｏ＠

闘及び2. ! ' ¥11 闘は

その方法の技術

的な数例を示し

たものである。

建築化! 照明石?
第 141，.，1 タト而Iのヲl' iui な揚介の投光照明 の一 例

賓l砲するについて、大切なことは附子の質を通営に選ぶことである。これに用ひる硝子の

官条件としては 、成 る べ く透過ｾが良好で Ｎ 明るさが嫡子回全部に平均して 、一部 の みが 特

に強〈緋〈ことのないも のであ ることが望ましい。市場にあるものでは 、艶i自硝子 、型硝

子 . 乳色硝子. ステンド硝子. 乳色スキガ ケ硝子等が主である。

第 15凶 不均 一な投 光照明の一例 我が園では艶J白硝子主乳色硝子 とが綾も

多〈用ひられて居るが 、前者は透過葬 ( 80

% 位) が高 〈安債で あるが 、光斑の出来る

欠黙があり 、後者は光の擬散度が高い代り

に、透過率( 15 %位〕が低〈て. 雨者何れも

充分と 言へなし、。乳色スキガケ硝子は透明

な硝子の上に薄〈乳色硝子を重ねたもので

他 の硝子に比べて相営高債となるが 、$L色

硝子に近い光の鏑散度を持ち 、透過率 ( 50

% 位) も比較的高く、 j享さに不同がないか

ら 、 声ｾ度の不均ーが起らな〈て Ｎ 建築化照

明用 の硝子としては 、現在最も推挺されて

居る コ

硝子の質と共に 、輝度に不均ーを起さぬ

ゃう 、電燈の配置についても考慮を要する

これ は勿論 . 用 ふる電球の大きさと 、硝子

の内商の色合、即 ち壁等の反射率等によっ

61
1 X  



第 16間 建築イヒ照明によ るタ十郎照明の一例

が著し 〈高僚 となるが . 近代的で ある D

て一概には言へないが . 大慌の標準とし

て電球と電球との間隔を電球と硝子との

距磁の約 ー傍字以内に止めるのが . 遁営

? ごと言はれてゐる。向設計の際に通風と

電球の取換容易と言ふことも忘れてはな

らぬ。

3 .  外廓照明の傾向

商業建築の外商を照明して、その符在

を 印 象づけ Ｎ 腐 告 的 交 文果ｾ奉げゃうとす

るのに電球 、ネオン管等の光源 を露出し

て建物に取付げるものと . 建築化照明に

よるも の と、投光持を用ひる投光照明に

よるも の との三つの方法がある 。庚告償

値、 美的効果、建物への順感性. 設備費.

経常授、耐久性に於て各 k その得失を異

にし 、例へば ネオン管によるも のは . 経

常費が低廉で色彩が強い代りに耐久性に

乏しし建築化照明によるも のは建築費

電球、ネ

オン管等の

光源の線に

よって 、外

商に庚台的

な装飾を施

す方法は 、

外廊j照明と

しては その

起似が最も

古 し E 最

も一般的で

ある 。電球

のみ . ネォ

第 171市1 建築化照明による外廓照明の一例

J X62 



ン管のみ によるこ主も多いが. 電球主ネオン管 Ht ，組合せ て、各 k の持つ欠貼を互に柿ひ

令ひＮ意匠と着想とに自由 ｾ求め て行かうとする のが 、近来 の 傾向でＮ その意義 乃至使命

の上からも . 建物の輸廊なり外商を光の線によって， . ! 1患に接飾してそ の存在を蹟告すると

言ふ程度の ものから離れて . 建物自憶を一つの電祭サインに利用し . その庚大な建物の外

面に、光源、の線の連鎖によ って威告文字. 叉 は給を? 描し、て 、積極的に庚告上の使命を巣1:

させ様とする傾向に 襲っ て来? こ( 第12闘〉。

その辰も著しい例は. 大阪のアド・ビルに見 られる ( 第131茜!)。

この場合「動き j と色とを混じ 、種 k の色を遁営に按配して 、それを連続的に鑓化させ

る方式を? とって居るが、「動きの密化」と「色の配合」について .都市美的な立場から . 或

は建物への11頃際. 周囲の事情と の調手uと言ふ紘から. 或はこの方法の持つ大きな欠貼では

あるが笠間の開裁等の黙から 、改善の官余地のあるものが多い。

ネオン管と電燈と を組合す場合は. 電煙で貼減を 行って動き を輿へ. ネオン管はi停止さ

せて置〈方が よい。

商業建築 の 外商に、放光絡で 盟富な光の量を Ｈ改射して、ｊＡ Ｈ ｾ明する方法は、光と 影の殻 巣

によって 、 夜の宰ｾ背景に建築美を護揮して 、印 象 的 ならしめるには 有 数であるが Ｎ 建物

の色が地味でそれに 誼しない の と、建築援式 その ものがl照明数巣を IHすに相謄; しい性質を

持たねばな らね ことと. 高居建築の少なかっ? こ等の原因で . 平〈か ら紹介されて居? こに拘

らす. 官会り多〈利用きれ なかっ? こ。

建築の様式によって. 二つの照明方法が考へ られる。

l. 建物の外商に凹凸がな く卒面的で ある場合は . 陰影を避げて限度が均一にな る犠J!日

明すること が望ましい f第 14園) 。

2. 建物が上階に なるに従っ て周囲が段 k 縮 少し . 被照明商が段 k になって居る場合は

不均一な j照明、即 ち各階毎には均一な照明を施す が、下方の階の照度を上方の階の二流乃

至 四 流 位 にとって 、 階ｾ遠へる毎に照度を 鑓 へて、各階 の 照度の封比によって、照明効果

そ奉げる様に照明する( 第15圃) 方法が選ばれる。

放光j照明をするとき、建物の外面をど の位の明る さに照明すればよいかは . 建物の外面

を構成する 材料 . その色、周囲の明るさ及び背景の放出によって一定でない標準。 として

衣表が場げられる コ

投 光 }!H 明 に よ る 建 築 外 耐 の j限 度

建築物外商の材料 と色 反射率 %

都 市 人 口 別 の 限 度 ( ルクス)

50，000 人以ヒ 50，0:10人ー5，∞0人 5，0::: 0 人以下

白色大理石. "  y ーム色テラ
6' J - 80 l ∞ 8:J 60 

コツ 9 等

灰白 色石灰色 ・策色煉 ] L傍 40ーるO 150  120 30 

11<.色煉JLlえ之に類す るも の 2 0 - 4 0  200 150 l ∞ 

普ii 1i 赤煉叉: l ! t . 之に類す るもの 10 - 20 3∞ 20)  150 

6 3
1 X  



近 来、投光) ! 夜明にしても、建物が商業建築の場合は特に色光を用ひる様になっ? こが. こ

の場合は次表によって . 白光の場合よりも電球を大きくせねばならない。

色 施 光 板 の 透 過 率 と 電 力 増 加l 率 表

色 の 事E 主見 透 過 率 C%) 定 1J oの

透 Iリ1
10)  10)  

E定 T白 46- 60 150 

泊ミ 15一一20
2J J  

杷k
5- 10 3∞ 

.:<[!f ・1 3- 5  
50)  

4. 建 築 と 照 明

建築にとって照明が 、暖房給水換気等以上に 、欠〈可 らざるも のであることは言 ふまで

もない。

一般に建物の形、窓の大きさ. 位置等は主 として天然保光を基準として、決定されるが

電燈照明は建築の設 計の蛍初に少しも問題とされない。多〈は建物の完成後に考慮される

f頃向にある。

現今のやうに、電燈照明の護主主によって建築化j照明が猿展し 、投光J照明が利用されるこ

と〉なれば、そ の設計には電燈照明の燦件を織り込まな〈ではならないから建築闘係者 と

雌も照明に無関心で居る課にはし、かぬ。照明の設計に闘しでも 、者器具の形等の枝葉の問越

に波頭して居る諜にいかない。電燈照明の利用 、光と影の紋果に劃する考察によって 、 よ

りよい建築を遺 b上げることを研ー究せねばならぬ。

建築関係者と照明闘係者、こ の雨者の理論 と協調とは、今後の建築界に最も必要な問題

ではなからうか。
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兵 舎 食 堂 2 つの内 1つ

新 し い 生 活 感 挺 は と の 自 然の

風景に劃して炭〈開放された

ζ の 陽あた Hの い 主食 堂 l亡て

感じるよ りもより効泉あると

とは出来ないだらう 。

兵舎廊下

寝室は 1部尽にベッド20

個 づ λ あって廊下には兵

士用 の 洗沼選、 戸棚 、銃

掛用鈎ｾ［ が整備されてあ

る。

( Ba umeister 誌 よリ柄本楠雅〕

( スイス) ル ツ エ ル ン の 新 歩 兵 兵 舎 建築家" Armi n.  'Mei l i  .  



外 観

主要階に遁する外から

の階段、左に見えるは

人口の上のパーゴラ

( M 1eister 誌よリ )

I(JZ' 綱本納税
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ゼネラノι ・エレ ク トリッ ク合 最上の 則 通上長であ った 7 レツチ 氏 ー

は 、平 常 服 装 を整へるに常っ てむ ヤツ 、 ネク タイ 、靴 下等 の

選 俸 に 悩 まされると とか ら救 はれ るA に、 それ等: の ものの 標

準 を定めそ の組 合せ をきめ て 居た が 、退職後そ の 行 方 を住宅

にE信用したも のが との試 験 住 宅 で 、 ク リー プテ y ドの ネ ラ公

闘にそ の数 戸 の質 例 が jjt 施 せ ら れて居る 。 建築技術上. の事 I I

へイ ス決シム プ ソy の 2 人 の建 築 家 がヰ目 絞 に奥って居る 。

rp. 商圏 の 1. 2 2土3 は 1 階 4. 5 は 2 階 、6. 7 は地 階 の 7 ・

テ y の ユユツトである 。 そ れ 等 を 過 食 に 組 合 す と と に 依 っ て

例 へ ば 第 1 聞に示す如き多重立の場 合が 生 ず る。

賞主之 聞 はネラ公闘 に建築せ られた 1宝例で 、 第 3 闘 は その平 面

闘 である が 、 1 と3 と7 との各 ユ = ツ ト を 組合 せたものでま;

る。

第 1 闘の 7 つの 組合せ以外にも 、例 へ ば 1 と4 と I とを組合

せ た如き簡単な 住 宅を誌を る と と も出来る。

工 費 は 大 略 次の油 で あ る。

1.  $  6. C94. 24 ( 容積 20，433 cu.  ft. )  

2.  $  3. 053. 38 

3. $  4.671. 85 

4.  $  2.012 

5. $  2.825 

6.  $  1. 540 

"{. ::; 923.66 

( Archi t ectural  For unl  ; 誌よ り 新名種夫〉

6 9
1 X  

-
・
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調理

家具袋町1; の] 則nの ;(il 分 を 主 調 と して 、 それに適古? に 移 動 可能 の技官1; 家具苦手を 配 し 充 分 に 制 和 を 保 た し

めたｊｙｲが 此 設計 の 特 長 だ と温暖して居るつ紙綴苧床 、 ｾ等 の 色調も日中と夜間間接照明を受けた場合

と雨方の場 合 を 考 へてii!i捧せ ら れ て 屠 る 。 照 明 は 全 て 間 接照 明 で 天井 や 壁 へ の 反 射 光 線 を 刺F目して居

る外部は紡l粒 の スタツ コ仕 上、 屋 上 パ テ ペ ッ ト 上 端 に はアノレ t :. ウ ム の パ ン ド を 廻 し、2 階 総 選 は 木

迭 の手摺をアノι E ユ ウムの支柱で支へて居る。

陸 屋 根 は 爾 端 部 か ら 中 央 に 向 っ て 勾 聞 を 附 け、雨 水 は 金 〈建物 の 中 央 の 盤強の 中に! . l I l 込ま れ た 竪樋 に

依 っ て排出せられる。

主要長 とス タデイオと呼ばれる主主物 とは! ! k 抜の廊下 で 連絡せられて居る 。後 者 に は 、2 つの 寝 室、護 所

と 24' x32' の スタ デイオから 成リ 、 スタデイオ 中 に は主家の 重 irb汽 餓 に聯 絡 したサー モ スタツト コ

ｙ トロー ノ ｌ が 取付け ら れて居 る。主家と合して余強で ＱＴ のｾと Ｔ つの寝室とを有し 、 各室何 れ もテ ラ

スに面して居る。 ( Archi もect l1ral F or um誌よ り 新名種夫〉

図

I X  7 0  ( アメり力 ) Cont empora House， Reckl and.  建築家 Paul  Lester Wi ener  



主慢は 煉 TC主査で 角 の 窓 の 部

分 が倣 Ｇ ｾｪ 突出梁 、 バルコユ

ーが般の囚l柱に支へら れて

ゐる 。 居間 主食堂の問は大

きな折昼戸 で仕切られ 、終

室 は Ｔ 室ある 。 ｴ 変房も 、 ｾ

Efr t谷笠智; に使用 す る湯も電

熱 ボ イ ラ ー に よ P 、其他料

班 、冷 凍 、時計等も電気に

よる。

( A印 刷 山 al R e，刊

誌、よ P 本多正f f i i :

( イギリス〉 佳 宅

庖 園 側 外 観

. 手 4トト色 白 ｾ＠ E. 1- ，. 

0・，. ，‘ S 10 ' S 20  l S  } o  

、建築' i : Camer on Ki r by 
71 ｾ ｘ＠



居間より 食堂を望む

階段上りロ

I X  7 2  
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建 築 法 規 に 闘 す る 質 疑 肱 答 欄

下記問題に闘し大阪府、京都府、兵庫 l隠の各 建

築課に付 意 見 を照合致しまし た民主夫々 御凶答を下

犯の iffi 得まし た。

構 造

1 . 地 階 銭 筋コ Y ? リート造

1. 1. 2. 階 木 浩

問 1  上の揚 合 K 於て木造往築では其 i'lI i ( h)  

は 9 メー トノι と制限 されて居 る然 る とき h ，h
2

の

何れを其制限高と す るや L は 9 メー トノι を超

過 しで もよきや。

問 2  地怒認定に封し地階商ffl の総面積に童話

する歩 合を考慮する や

問 3  地 階 面 積 が 総 面 積 に到 す る歩合に 依 り

ては地階 の部分を其建物の高さよ り除外して適用

せらるるや。

間 4 此 建物の用途が「ア パー トJ なるとき

には 3 階 の木 造 と認 め らる るや。

断司IJ IIl

回答要旨

大 阪 府の分

答 1.  h， トス

答 2. 3 地盤 認定にf MdしT は地階 の面積立t に

構溢強度を考慮す。

答 4.  階 数 2 の 「アパー ト」 と看 倣す但 し前

面道路に11< る避難設備を完金に する要あり 。

京都府の分

答 1.  1到の 如 き場合 同 2 及建物の zp荷主立に四

i態 答 本 合 法 制 委 員 合

凶 l ) j {k 況に よ り織 j筋コ ンク リート 治 の部分が地階

と認めらるるも の なるとき は向き方 の地面を地盤

而と認定す従 て b ， を制限高 とす。

誉 2  前 項 に より 知l らるる 如I ( 考慮する場合

あ り。

答 3 認 定地盤面より高 を測定するものなる

によ り特 l亡地階 の部分を高より除外する ζ とな し

但し闘の場合の如き は地盤面下 にある ものなれば

除外する ζ と勿 論 なり

答 4  以 j妨コ Y ? リート 迭 の部分が地階と認

め られたる場合 は木 経 2 階主主と 5忍む。

兵庫燃の分

谷 1  市街地位約物法制 J!I J ( 兵庫似J

第 9 僚に依り主II ‘築物乃地盤面 を認 定 し主主の地 獲

而を基準と して建築 物の高さを決定す。

' i l ¥・該建築物 の外壁 は令第 5 線第 4 演に依 P 木 造

建築物と者↑ 故さる放に高 13 メー トル軒高 9 メー

トル を超過す る ζ とを 符 ず と解す 。

答 2 考慮す。

答 3  除 外 せ ず して適mす。

答 4. p( . j 聞に 地 階 とある 階が規則

自j!， Ｑ 依 Ｇ［ｦ ｾ 2 披に 該? 吉するものな らば階

数 2 該符ーせ ざる場合に は階薮 3 の建築

物 と認め( 去組員11第 l 篠宮n l 披参照〉用

途方; rアパー ト」な る時と然らざる時

とに於て呉れ る認定をｾ さ ず 。

規 則 第 1 ｾ華 ｾＱＲ ｾ に ｈ ｉＱ ＮＮｳ‘ ｦ 地怒商 ｊ

の認、定 も ￯ａ ［ 答 ＱＱ こ Ｑ ｩＧｾ ける と 同様 の 取扱

をなす 。

小 川 陽 吉

問 1  次の様 な場合に f:J: rヰi 諸 手 綴にするか

単 に届出とす るか J (1: 来 のイ主宅 ( JXll1J刻、にて l 階

建上1ζ47.75 伴 、2 階 29. 75 J:n の一部 を取1徐者一郎

を改築 し、- m)に場築し て い 階 徒 主|ヱ) 6つ.75 主F

2 階 28. 875 主lつ と しま す。

問 2  上記 の工事中 2 階坪教は Yr: 来 よ り 減 じ

て居ますが階段の数は夜来の 如1 (  1 ヶ月rr にて差問

あ りませぬか。

7 3
1 X  



問 3  �ｾ 人の申 さる ｌ には是は改築 と し ても

大 修 繕 としても届出を着手前 CI O 日? ) に出 せば

よい とか之は 何 に|刻 りますか。

答 1.  届 出にな ります。

答 2  工事要旨 が具恒的でないため的f I i l な事

をヰl し釘[ い のであり ます が場 合 によっては 階段を

2 ケfYI にしなけ ればならないでせう 。

苔 3  大修繕ではあ ります まい 、施行規則第

144 依 lk. 施 行 細 則 第 31 僚に凶ります。

開 法 第 18 ｾ長 、 前段

施行 令 第 15 僚

{ 安 孫 子 三 雄

大 下 順 三 郎

ぃ 1 メー トルを i也ゆる場合に於て は其のタト端

よ V 1 メー トノι を … ・外tJli とはお のtfii か樋の揃 か

-0l
i
; : f . かそれ とも … -

答 令i : l1 !  5  {l長の外紛とは建物の) 1 11分をなす外

端 を311」、

例示の 如きも のは令部合まれ るも のと 恩ひま す

岡 本 新 次 郎

間 大阪府令の建築取締規則は今も 1Mほ施行さ

れてャるので御座いますか。

答 施行されて居り ます 。

然し市街地建築物法の適用 区境 内で は構造制限

の大部分手綴規定、其他が迎 j 目されない事にな っ

て居 りま す。

是 は市 街地 建築 物法 施行革問J ! I l と窓秘する が放で

ありま す 。

岡 村 忠 一

問 責地主主築用地等賞地に闘する核問主買は 徐 り

にも都市の美貌 を害」、 ものが有りますが一定の取

締 P 規 則 は行 はれませんか。

答 美E誕地区内では多少の取締がありますが共

他 の もの は 今 の 慮何 もない J後で す。

辻 鼻 11t'ii七

間 建築線指定関係

現 f同L 滋( 桁i員 9 尺既設〉に而する建築物にし

て 裳 ｦ ｬＡ￭ ｊ 首 ｾＲ 階増築せ ん と する 場合に於ても細 則 ｊｲ ｾ

6 俊 本 文 を 巡 J目せらる λ ものなりや表 fi! IJ はずR来の

仰 とすれ ば 同 僚 但舎 によ り裏側j f1改築今ーの場 合は

現有 幅 員の催建 築 出 来 Ｑｾ るものな りや ｡＿ 柳泊、疑

義 中 ｮ ｾ｟ じ 候依御調査と御 ｬ 旦 ｼ 谷 中目 白 川 はし ｬ 変則上候

路叉は; 血路 J に限られて居 ます 、従って裏側の建

築は可能 の 様です 。

鍛 本 久 三 良11

問 来る 7 月地域 、地区愛夏、設 定、 あ る由。

北区鶴野 町 、茶 尾 町、演崎町 、は従 来 住 居地域な

るも 、後 更 あ りや、如 何 を御調査願度。

悲 し民総 l到にJ品 り俊更、設 定、指 定あ るなれば

其滋表の 時期。

:;: 本質疑は公示 され る迄列り ませ ん。

質 問 者 不 明

間 御 級 申上 ます; 品目御議僚の 節手縦 が簡 易 に

なっ たと云』、本耳に童文しま す が' J ' r地 は今 までと同

一 lくて往築 l亡:m. る迄建築課に| 品Illn を以て御 向する

と兎 に角 定先日の願望Fを提出 したる上と の事に て御

講演の時簡易になり て先に 着手す る迄 に建築課へ

相殺に行て〈俄 li:: ，1iui にでも 〕差 支なき事ですか願

書提出して考てからとの事では 何 に もな らん と云

ふ 事です何と か似! 品|に でも之にでも 宣 政 とか仮御

掛り の方のr : il にでも 再 び 附而訂 E せ ぬ様にする 震

御印をな し紋下たら宜激考へます何分 四六四九。

答 大 阪 府で は' l ! l : 際中日常に簡易化さ れ た様で す

駅周書取 扱の疑義につ いては その純度各府阪の建

築相談課で よ〈御研究に な っては如何で すか。

F会

?↓ 2 了

後

-存

保 田 稔 男

答 法 26 依 の 諮路 と首11. 出来るものとして給 間 以 I-_/) 如き揚合には針，有J されま す か. 御 手

えます れば此の揚合には 細J l IJ i:l1  6 僚の泡附 はあ り 。数ながら御 一殺 を御願 rjl 上ます。

ませぬ、細則i 1) ; 6 僚 は 「行政胤の管測に 腐する滋 答 大 ｾｪ 主 からうと思 は れます。

は 7 4



曾

都市計主委員曾 ( 第 9 凶〕

時 7月 16日午後6時30分- 9時

Ffr 建築倶楽部別室

出 席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 加 藤

委 員 図藤 爾 知

l 大 阪の都市美 に闘 す る座 談合を聞き協合合員 の

之 に霊すする意見を短める必要あるを夜、め協議 η

結果布座談合開他の こと に決 L 合長 l亡提 案 す る

報

映書作製特別委員曾幹事曾 〈第 41主1)

時 7月22日午後6時 10時

ffr 建築倶業 部

出席者 委 員長 池田

幹 事 亀井 新 名

専 門家 松 崎答次氏

l 映笛作製に闘 し松崎氏よ り専門的に額一 々意見 を

rl f ) き後製作上 に闘 す る言者要項に付協議 す

と とに決す 木材市場品規格調査ｾ員曾 Ｈ￭ＺＡＱ Ｖ 回〉

I 大阪 の都市美 に闘 し: 大阪に 於け る諸1<. 士を 招待 j 時 7 月23 日午後7時- 9時30分

して之が窓見 を聞 く錦め座談曾開催 に付諸 IjI! 西ii : 所 建築 j H集部

に付協議をなす

映. 作製特別委員曾 ( ):f!; 3 凶)

時 7月18日午後6時30分 ー 10時

Ffr 建築倶集部JjlJ 釜

出席者 幹事 亀 井 新 名 鳥井

委 員 浦 小笠 原 小 川 清水 中津

内 藤 本 多 吉 田 渡 部

出席者 幹zU: 池田

委員 黒 海 阪弁/ . ' ! ; 悶 後川 高 岡

丹E車 道 岡 山 間

l 午後7時池田幹事座長 とな り附舎

l 委 員山田寅 一氏初 めて出 席につ き池田 座長より

一同に 紹介 あり 次 で前回迄に 決定し たる規格案

につ き主主依的に再稔討を な し続 々m議研究の上

別紙案の温決定( 別存立案省略〉

1 午後 6 時40分協合議一同自 動車に分乗 して梅田 l 次J i 'Iを 7 月29日開合審議未了 の案に付 引 絞 き日干

郎前プリミヤハウ スに至 り同 2 階メトロ 映岱枇 究の上最後案 を完成 するこ とと なる

に入世間最上試篤室 にて下飽映鑑 の試1li;を 試 む 1 午 後9時30分散含

(1 )  建築 の東京( トーキー)

各峡蓄倉車土招致打合曾( 第 5 回〉

( 2)  チヨ コ レー ト製造tt 況( トーキー 〉

l 午後 8 時建築倶楽 部別室に織 り委 員合を開き脚 時 7月25 日午 後 l 時30分ー2時20分

本懸 賞募集に付m議す • fYi 建築倶楽部別箪

災害強度委員曾 〈第 9 凶〉

時 7 月19 日午後6時30分- 8時3 分

所 建築倶幾百11別室

出席者 委員長 波江

幹 事 黒 田

委 員 谷 矢 田 渡 部 掲 岡 山 間

中井

i 午後6時3Cl 分波江委員長座長と な !l Bll 曾

l 静 岡地方 に於ける地震調査のため出張 したる 山

回、中 井爾委員 よ り説祭情況を 詳細報告あり 各

養員よりの質問 に封し夫れ夫れBf!，答 をなす

出席者 松 竹 キネマ 岩 崎 治良氏

同 石 岡 部育].EC

P. C.  L  jP. j i硲 省三氏

日 活 山本掬太郎 氏

新聞活動紅 蔦 JJ. 英地氏

J O ス9 ヂ オ ノl、山 一 夫氏

幹 事 Ati :;11  

l 午後 l 時30分 一 同着席

l 亀井幹事よ り先 づ本日 の来所を謝し次で映包 製

イ乍要 旨に付朗談設 明をな し見積書の提 出方に付

要求したり

l 上記に霊堂 し質問Bf!，答 あリ協議の鮮i*各従共見積

書を健闘す ること に決定午後2時20分 散含
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時

Jfr 

7 月 例 曾 ( 見事〉

7 月27日午後 l 時

ｾＡＩ［ｦｦｩＮ競馬場及阪草 Ｑ ＱＱ Ｗ ＮＱ＼篠官庁

出席者 武 田則合長列65名

i 首日快晴絶好の見祭日和な りされど炎暑酌♂!に

して Ｑ ＡｬｾＱｴ停留場 一 競馬場「旬 、 競馬場ホ波館 ＱＱ 日

の炎天徒歩は一 寸苦しめら れたり

1 競馬場に於ける集合場所を 3 階のスタ y ドの ー

部を選ぴ此蕗を休憩Jfr rこ充てラ| ミ舎者・には大林，f f i

の斡旋により 冷風の下 にアイス ク リーム 及コ ー

ヒ空宇の饗懸を受 け見撃開始 をq'.r.つ

l 午後 l 時30分武田 高IJ 合長見製開 !tfi を宜し案内者

池谷千太郎氏( f 只築部 flll J) 牧殺氏( 大林組側1]) を紹

介 し見撃 の概略¥' こ付池谷氏よ P簡1( 1 なる設 明あ

りてお樹氏の案内 l'こよ り順次見尽をなし午後 2

時

Jfr 

( 4) ラヂォ放送に闘する件

( 5) 脚本懸賞募集の件

者F市武畿各部長曾議 ( 第 5 lul)  

8 月! 日午後6 時3 0分 - 8時3 0分

建築似築部月IJ気

出席者 副委 員 長 波 江

総務1111長 中 海

宣{ 専君事長 小笠原

展 覧 部 長 村 野

記 録 部 長 高 橋

合計 ＱｾＱ 長 清水

映mf f'製 亀 井

幹 ｚ Ｎ｜Ｎｾ

総務部幹 内 藤

I)l: 

時40分終了同 意書馬場を宙r しホ波倣 に向 ふ ι 議 事

1 午後 3 時阪市117. 1<族館に到 j '{J 直 に官[ { 内 を 一 巡 見 撃 ! 1 挟苦菌作製に闘し支出合増加の件・ .. .・ H ・. . …・可決

を了 り館内の Jffi 場に 一同集合 I 脚本懸賞募集に 付合告の千l'・H ・H ・....... .・ H ・.. 可決

1  i也問主記の紹介 により合員今林彦太 郎氏より 本 ｬ 都市武装に腕 し 悩 ・ 局へ建議案の件 ー……… 何ｾｉｦｩ

{ 被の建築にイナ設明 あり 次 で同官r! 技sI!i-!;¥Jl 語け1I 男氏 : Ｑ 研究 部より研究費支出ｾ求の件 ………… ・・保留

の専門的7.1<;族 にイサて設明 あり l 大阪税市協合より依舶に係る原稿作成の件可決

1 午後 3 時 40分池田主飽よりf ! /1合を宣 LI 'i'I 散せ l) ｾ報告

l 映 誼作製t象者1の件

木材市場品規絡調査餐員曾 ( 第 7 凶) !  1 映箇作製見抗告:鉱山 に付 注文先の件

時 7月29日午後7時- 9時 ｾ＠ 1 都市武装促治委 員合記録配布報告

所 建築倶楽部月IJ窓 l 映郵作製特別委員合紐過報告

出席者 幹 事 池 閏 ｾ＠ 1 映 衝に仰するラ ヂオ放送に闘する件

委 員 黒 海 島 田 高 岡 谷 山 間 選 :

国 吉 本 :  常 務 曾 ( 第 15回〉

1 池間幹事座長と な り前回務E渡米了の案につき協・時 8 月5 日午後5時50分ー7時20分

建築似集部別皇室
議研究の上案を作成 !  E庁

1 上記成案を各委員に再送付 し愈見の有無を照合

の上常務舎に 廻付すると とに決定

映 書作 製特別委員曾幹事曾 ｃ ＡＺｊｾ＠ 61"1)  

時 7月31日午後7時- 9時

所 建築倶祭古事

出席者 幹事 亀 井 新 名

l 下記事項につき 協議す

( 1) 映諸 作製見積舎務査の件

( 2)  ＱＡＱＧ ｾ作 製橡僚の ｦ 午

t x 7 6  

( 3) 映在留作製に刺 IIJ L  1:) る闘係 7 イA ム翻 査 の

件

出 席 者 理 事 片 岡 合 長

議 事

常務伊藤主詑北垣主 ｾ￟

中 潔 主 犯 伊 東 主 計

約71<主言 l' 谷 主計

関 山 紛 糾 新 名鏑斡

品川紛糾

ｬ 姦 Ｑ 惣 ｡ 築合クト Ｓ 建築舎封 ｾ Ｒ 凶聯合大合開 Ｑｭ に附

する1 ' 1… … … … 一 … …. ..・ H ・. .. . …. . .・ H ・... 照合

2  r . . 古属汎太平洋平和博覧合開催に付援助方 依:fJ l

の ｉＧ ｾ ・ ｈ ・ ｈ ・ＮＮ…ＮＮ Ｎ ・ ｈ ・ ｈ ・ ｈ ・Ｎ Ｎ …… … ＮＮＮ・ ｈ ・Ｎ Ｎ ＮＮＮ…承諾

3 示111
戸市公舎堂 、教育塔 、土木建築事業殉験者慰



2震構設計凶懸賞募集に付合誌に無料紹介の 十1'" ，!  委 員 附田 篠 原

・・………… 可 決 ! 1 午 後 6 時30分小笠原部長よ り蛍部 長 に就任 の 挨

4 映結作製珠算に闘するイ'1' .. ... .… ・ U 目・H ・H ・- ・可決! 拶 あり 各委員よ り是 迄 の 経 過 を 総l反したる 後 協

5 映m; 脚本懸賞募集に付 合 告 ( 8月続〉 の 件 ・・可決 議に入る

6  ! ! l た勉作製特別委員合幹事 2 名東京へ出張の件・・・ ! 1 都 市 武袋委員長よ り下 記 2 件 に 付 照 合 あり之 V(.

.. .・H ・-可 決 j 謝 す る 回 答 に 付 協 議 す

Ｗ 定款一 部改正の件 ・ ｈ ・ ｈ ・ Ｍ・………ＮＮ，・ ｈ ・ＮＮ Ｎ…・ ・ 可決 ＨＱＩ今秋の防 空慣習に 主せす る 委員舎 と し て の ｾ ｪ

B 合 員 詮 衡 j  策 の 件

報 告 ( 2) 今 後 に於 け る蛍郊 の苦1' :1証内 容2立其 経 費 の 件

l 東 海 建 築資 料協 合室主含式暴行報告 1 上 記 の 件 協 議 回 答 す る と と に 決 定

1 満洲大博覧合開設延期に闘する件報告 1 其他 の 宣係 方 法 等に捌 し 意 見 交 換 の 後 散 合 す

1  7月例合終了桜告

常 務 曾 ( 第 16凶〉

法 制 養 員 曾 ( 第 10回〕

時 8月19日午後6時 一8時

時 8 月7 日午 後7時30分 10時 or 建 築 倶 楽 部 別 室

所 建 築 倶 楽 部 出 席 者 理 事 武 回 則 合 長 松井則合長

出席者 委 員 長 棒 回
常 務 伊 藤 主 1 i s 池 田 主 詑

委 員 石川 山 口 矢 崎
北 垣 主 記 中i ! l 主 記

l  午 後7時30分 湾 問 委 員 長 座 長 と な り 開 舎
清 水 主 計 谷 主 計

l 委員噌貝に付 て は 下 記 合 員 を 委 賜 す る と と に 決
阿国 綱 J降 島田編ｾ｛よ

定 常務 合 に 要 求 す る ζ と I 議 事

合 民 2本ド回林八 氏 :  1  9 月例合「にこ闘する件.….日.. ….日.. …… .. ….町.. ….い.. 一….一.. .....….日... .….日.. 見母撃且

同 板 井 公 威 氏 2 評議貝合闘f他催日 Z及立議司事E決定のf何1:.….日.. ….日.. ….一. .. .. . 目百可J 決

i  姶寄築ｾｾ法去 ｉ規且に蜘する質疑 問 題のイ件牛判十は立常 ｺ務書合に提案 3 貨業差数主育t銀E辰t輿号委号員合よ り1貨f主fき業誌z欽土7育守

の上9月貌 合 誌 lて滋表の汲定のとと !  ) ] J j ' 見照合 の1'1'. ……・…. . . ・H ・...・ H ・.. . . ……・・附 託

時

所

都 市 武 袋 記 録 部 曾 ( 第 l 位J )

B月 10 日午後O時30分 ー l 時

協令事務ｾ

4 法制l委員合より委員 一名 槍 員 依賜要求の 1'1二可決

5 建 築i法規に闘する質疑問答宝章表の f'I' ... ..... .可 決

6 大阪の都市美座談合に i/!:' ける要求問題のf ' i '

7 建築倶楽部室を' 6 ¥'協合談話主主として恕替に闘 し

出 席 者 部 長 高 橋 .  回 答 の 件

幹 事 新 名 !  8 合 員 詮 衡

l 都市武装委員長よ り下記 の 沼 照 合 あ り 之 が 回 答 i 報 告

にイナ協議す

( 1) 今 秋 の 防 空 演 習 に 封 し委 員 舎 と して之 が 封

策 の 件

( 2) 今後に於ける' 6 ¥' 郊の計衝内容及其経費の件

l 上記協議回答するととに決定

寄 市 武 装 宣 傷 部 曾 〈第 1 凹〕

時 8月16日午後6時30分 一 7時 : 0分

所 建 築 材 料 陳 列 場 別 室

出 席 者 部長 小 笠 原

幹 事 本 多

1  7月分合計報告

曾 員 動 静

入 曾 者

曾 員

安 藤 邦 男 君 兵 庫 県 長 武 庫 郡 本 山 中t ' l'野435

!J;:: 藤 隆 正 君 市 外京 阪 沿 線 古 川 総

明 石 常 三 郎 君 浪 速図書I ( JI 13 ノ620

板井 公 威 君 京 都 市 左 京 医 凶 <1-' ＱＱｾ＠ ， ｉｾ＠ jj 二liJ r7( 京都

府 建 築 工 揚諌〉
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J II ?'E 

'1'里子
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中村 政 一君 * - 成 匿 片 江 II If 405
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m 建築務務所( 七友銀行手n: 弘.ll 文 h1i m
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場511・〉
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山 本 良 - '( ¥ 東京市首長谷 川 l二泊2 ノ12 首吉野 方

自公〉

吉村 幾 厳 守 i 八 幡市究生回開T l 丁目間組内

オ曾問 熊 三 君 京 都 市 左 京区 南 郡 寺1，1. 川 111[ 73 (主主

仰 木 藤 七 沼 稲岡市長1 : 書記 111] 21 i，I，.7!t ; m1W多支 J g
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〈合資 合員W i71<飢〉
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2老若ー 此 花区 江 成町 8') (ill 築 設 計 事 務所

Ml )  

自営〉
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71<&且〉

ト Ｈ守 口 ｉｉｬｦ 小製校 ｾ ｴｩｷ ｭ 築監 督 〉 披 下 jJilC設す i 岐 阜 版 下 磁君1I宮 代 村 ( 株 式 合 枇大

1!i: 納 盛 登 震 天 王 寺 ! 話 凶 分fol f 43 ( i l l : 祭事務 所 自 林 組〉

管 〉 Ij ' Pli千 代吉 '[ ¥ 小合市宮田fl ノ42 ft! I"7Ml l 小 倉 出 様

芝 崎 ' * 奥沼 住 吉 区 平 野 元 町 6 ノ14( 建 築 設 計 事 Jfr ( 合ti 合 副:むIj 7 H且〉

務 所 自 賛〉 原 野 f.ti江IJ'/ ¥ W.日附 iIT5"ft:戸 111[ 26 ( 合資合員I : I t lj:7同J l

森 田 ::ill:男震 前l' 戸市 灘 区 上 野 jiIi 4 ノ651 ( 左震 工 博多支 ｊ ，ｾＩ

務 問〉 久 松 宮 治 ，{"; ｾ白 Ａ 河市最上家 町 Ｑ ， ＱＩＢ Ｗ Ｑ＼組 ｍ 多支 ｪ 苫 〈 合

i，':j 椅 1Jr幸 君 府 下型 '- 1:' Olfl 均111]"37ノ3 校 舎 祉むH く組〉
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1架 深 勝 久 宗 大牟間市不知火町2 ノ60( 令費' 0市上

百!Y7}-: *11i報多支J t )

前田 宗安宏 E智津市城内 ニノ門 (子tti 合最l:i i!Y7J<

組博多支出〉

代 松 君 太 閃 秀太郎君 川添貞 一郎君松本i E 呑

;r.-

轄 居 轄 動

'f. i;本 世sー君 問問市肩上書記Plr 21 清水，ul1W: 多支 応 ( i 曾 員

会主主合肩上1，!;-7)<飢) i 竹 内 総司]" (PIJ ，g ij7平i I } ) 尼崎市西御同町51

台原11i 三郎君 大1j ' . 岡市不知火町 3 ノ62( 介 投 合紅 i 砂 。I一君 北区義務i寺町5 ノ8

I，! b)<最Jl)

波法 会作君' JA 児 島市 ｩ 引也 ＱＧ ｾＧＶＶＴＨ 令 ＿ｩＮ 合 紅白 Ａ ｢ ｊ＼

>%11)  

特別賛助員

よ主 完君 此花同上籾尚北 l ノ1 ( 日本建材工

君主f1i )

行 吉 角 治 君 兵庫i孫武w君11涜甲子附 ( 日本建材

工業所〉

上 野次 郎ク ｊ 君北 ｔｊｾＱｦｾ 是 ｐｬｲ 1 日本笠紫肥料合鮎 l有

( 日本笠紫肥料 株 式 合F上佼業課〉

嘉E虫 干 ｧ Ｉ 君此 花阻止Ｚ耐 ＮＨｊ Ｚ ｉｾ 1ノ3 ( 日本主l l H工

業[fr )

普通貨助員

合i ' f i 松波宥 西 宮市今津字浦匝:¥73( 舎前E組 本応〉

市町[:喜代二君 京都市上京 Vf 祭野御所岡田r 29

弁奥 準 君 東 成!lI dr，-fi 刊子大沼 l ノ80

〈長 岡 市吉宏 四 匹立E主婦北 jiIJ 2 ノ6

カn*.jl) ＺｷＺｾ ｽ 君 前監革n波新 地5布市Ir 42

西 崎 百 ¥:9) 君 岡 山 市森下 Plr61

藤岡 忠 夫 君 岡 山 脈京 ｊＺ ｾ ｐ ｉｔ 太 ｾＮｧ ・レ ー ヨ ｹ =rz f.-!; 工

場新築場内

藤万I 土希雄君 堺 市中之町四2丁 13

山 崎 武 市 君 北I苑相生町23桑山反方

和久井千古君 兵庫[y孫武庫那鳴尾村中滞絞7J < 祭(

( 日本笠紫肥料株式合員上〉

脇田繁 ｾＡｩ 君東成 直 前 生 野町 ｬ ノ ＶＷ

民戸 昌三君 稲 岡 市低 家PIJ21 清水車1l . 1¥lf. 多支応

( 合 'ti. 令長t自!f7J<*Jl )

逗 曾 者

曾 員

野 村 一!)I ，君 ｾｾ Ｎ＠ !子守宏 矢崎高儀 君

特別賛助員

主与問年弘君 馬場粉' i f j 君 梁 i頼悟君

普; 亙賛助員

小 林 1117君 港区八僻唐松 之mT2ノ81

塚 本 猛次君 兵庫 i際、川泌郡坂 口1037 慶長 例名

平日方

川 I:-. ｾ 君 京 都市上京区紫野門前町 123

鈴木 孫市君 )l [淀川広三国本町57 ［［［在 日 久 ｾｩｅ 件 Ｑ

71、 阪 大 法宏 大津市東浦46

新型TZJf 次郎 君 住吉広駒川町8了 日18ノ10

i也m掬之助沼 前 ｬ Ｇ 戸市 卒 ｭ｝ Ｎｾ Ｚ 御 所 ｐ ｉ ｊＸＸ ノ ｬ

篠原 I，!;-孝君 府下 '1' 河内君11八尾町佐1: ¥: 238( 大阪

ilr 臨日寺校闘建設所〉

地n1 1' un  Ｈ 自 信ＩＨ上 吉 ｉ ｍ［ ｾｘ 下 Ｒ ノ ｬ

地 方 曾 員

小川政次郎君 住吉阻 千鉢 町2

森定 幹 夫 君 主E北市栄PIJ l ノ 7大林飢落北 出張所

iP'i 弁藤一郎君 絵図m回 rl' P汀l ノ129

終身賛助員

竹 rl'A喜右衛門君 来京市芝区下高輪町57

特別賛助員

林 繁之助君 )l r防官官主主寺町 19 Ｈ林む ｻ， ，ｾ製作所也
.JI! Ｔ Ｕ ｾＸ Ｉ＠

普通貨助員

奥保 忠次君 ( 設計監督 長l 替〉

念日1 裕*，1君 草'1' 戸市首'1' 戸区元町5ノ275

UI 本 英夫君 前l'戸市林間庖 宮川町5 ノ73

五僚 宗次君 京都市上京匹寺町沼リ 白線 開子 下

ノι 本締寺境内詮企段 ( 京都府土木

部務総 課〉

UI 口 吾郎君 東 区今橋4ノl 三菱 信 託ピノｾ J1U Ill 

建築事務所

岡 本 文 之 君 鹿 島 市 白 鳥 西 中 町67ノ5( 成 ね銭泣

局工 務課改良掛建築〉

石原佐律事君 石川 l孫江沼郡 山中町山中観光 ホテ

ノL 建築場大林組出 強五rr

川久保梅次郎 君 命 津市ノj 、II 引IJ ・1ノ29( 石川 l採建築

工場課〉

改 名

地 方 曾 員 森 定 幹夫 "{' ; 081' ，松之助〕

生 駒 忠 彦 君 井 上 禰太))11君 樋 波 純 良 若 山間千 i 普通貨助員 倉 田 裕 ヂII{¥' ( 官 名 忠 雄〉
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( 昭和十年〕
本 建 築 協 曾 役 員 及 委 員日

世 間

法 人

i蚕 制 委 員 曾

( 定例日 第一)

第三、，j(1IfA 日

津 田 敏 雄

玉 置 fit 次 良1¥

坪 井 誠 一

石 川 ' f 1 三

板 井 公 威

r: : r 石登苓タj

内 藤 克 一

本 岡 林 へ

三 浦 pf. 

宮脇 ｉｾｩ 美
山 口 久 五 郎

旨

語

、

l

/

‘

。

口

M

口
H

員

限

委

例

木

レ
む

一一

，
A

1

-

t

定

第

M

g

ω

z

，
，
s

t

t

、
、

古 学 国 資

篠 原 太 郎

伊 東 恒 治

酒 井 勇 三 郎

鈴 木 忠 宋 郎

高 木 太 作

永 世 事 毅 一

中 野 順 次 郎

姫 里 子 武

痢 口 甚 吉

材 料 委 員 曾

( 定例日 第一)

第三、 7.1<IIfA日 j

委 員 長

斡 l lJ.

同

:f; 

問

問

問

問

問

問

向

松 井 荷 之 助

三 ifli 1 ; な史

矢 閃 餓 厳

山 岡 誠

山 口 久 五 良1¥

保 田 虎 太 郎

渡 部 圭 吾

渡 武 芸評

問

問

問

問

同

問

問

問

員

委 員 長

幹 事

委 員

同

同

問

問

問

問

同

建 築t- t 料陳列場幹事曾

( 定 例 日)

第二木晦 日

阿 部 認I 1I IJ 

伊 東 宗 太 郎

浦 英 之 助

北 垣 熊 之 介

中 西 六 郎

渡 部 圭 吾

「建築と社曾 J編綾部曾

( 定 例 日)

第一木曜日/

幹事長

幹 事

問

問

問

問

貝

l

w

安

一

郎

則

郎

夫

彦

介

郎

郎

郎

二

夫

男

夫

由

時

史

日

曜

大

・

1

之

一

太

太

J

-

m

m

側

五

和

f

t

策

医

孝

積

良

山

川

}

立

熊

誠

虎

宗

E

例

炉

問

団

十

部

谷

藤

田

垣

湾

問

東

水

回

名

田

浦

定

一

第

片

武

松

岡

瀧

伊

池

北

中

保

伊

消

谷

間

新

山

崎

三

f

'

a

E

E

、
、

曾

長

長

長

事

事

記

認

詑

詑

犯

計

計

計

桝

料

斡

料

務

晶
ロ
品
目

常

品

口

別

刷

附

品

川

恥

主

主

主

主

主

主

主

主

銅

綱

網

絢

4量

殺

三

郎

一

誼

武

澄

本 楠

畑 謙

西 六

藤 亮

多 E

田 信

回

編車lf 部員柄

同 東

問 中

間 内

岡 本

同 吉

岡 和

高 橋 祭 ? 台

f清 英 之 助

松 久 保 敬 = モ

楠 瀬 被

作 間 日 出 生

境 i E 一

高 岡 興 三 吉

高 松 平 太 郎

遺 田 泰 治 郎

吉 本 政 次 郎

災害強度委員曾

( 定 例 日)

第 三 会 曜 日 /

第 一 分 科

委 員 長 波 江 悌 夫

幹 事 松 井 清 之 助

委 員 背 柳 貞 世

間 佐 野 俊 三

岡 園 部 米 文

岡 谷 隆 夫

同 鳥 井 拾 厳

第 二 分 科

事 泉 国

貝 浅 野 新

中 島 智 苓

中 弁 務f 一 良11

t支

委員長

幹 事

問

委

問

問

問

問

問

問

員

幹

委

問

問

「建築事訴究」編級委員曾

員 伊 東 恒 治

新 名 積 失

武 田 五 : ー

湘 詩 型 良 弓

棚 橋 稼

坂 青容量佐

藤 芥 厚 ニ

吉 田 健 主 主

横 山 倉 雄

森 田 慶 一

員

都市計童委員曾

( 定例日 第一)

第 三 火 砲 日

委 員 長 鳥 井 信

幹 事 加 藤 善 吉

間 吉 田 信 主 主

委 員 勉 弁 幸 次 郎

同 事 多 村 義 雄

同 歯 車E 武

同 椎 原 兵 市

同 爾 知 秀 夫

同 繭 宮 正 治

同 山 下 図 太 郎

委

雲

間

同

問

問

問

問

問

問

問

曾

郎

夫

郎

彦

男

郎

安

吉

郎

介

武

郎

三

郎

生

二

夫

男

磐

吉

郎

文

一

一

治

郎

夫

弓

信

郎

士

口

郎

彦

郎

三

忠

太

和

太

宮

孝

三

善

一

之

太

俊

三

出

肱

車

種

事

良

義

国

大

泰

五

築

次

正

良

一

鈴

太

乙

太

敬

彦

実

貞

熊

康

男

日

登

A

M

堂

臣

干

誠

賢

賞

林

藤

古

来

岡

田

倉

岡

一

一

線

ム

口

一

葛

藤

玉

野

井

閉

ま

咽

石

田

岐

木

部

田

橋

置

浮

ヲ

深

塚

本

間

九

州

今

伊

伊

池

岡

大

片

加

河

北

関

見

佐

沼

作

品

川

新

白

鳥

芯

鈴

閑

武

高

玉

谷

潟

白

川

中

卒

藤

本

松

松

牧

員議評

員議静

岡

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

問

問
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三 精 句 史

宮 脇 晴 美

7Jc 原 大 造

矢 飢 餓 議

山 口 俊 三 郎

山 田 誠

渡 部 圭 吾

竹 内 政 治

野 村 安 太 郎

建築曾館委員曾

( 定 例 日)

節問月 日程日 /

委 員長 竹 腰 健 造

幹 事 鈴 木 末 尾

岡 谷 民 政

委 員 阪 口 芳 三 且1¥

問 阪 弁 米 吉

岡 放 江 悌 うた

同 rl' 告書誠一 郎

同 松 家 主E 光

岡 山 脇 友 三 良I1

曾 員 委 員 曾

( 定 例 日)

第二月曜 日

委 員 長 官 士 岡 1 f t 一

幹 事 今 林 彦 太 郎

同 酒 井 勇 三 郎

容 貝 池 田 谷 久 吉

岡 大 倉 三 郎

悶 川 口 一 二

同 徳 田 定 愈

同 古 字 国 質

問 溢 谷 五 郎

問 中君事誠 一 郎

問 松 本 儀 八

間 宮 本 長 治

問 山 脇 友 - . 郎

木材市場品規格

調査書員曾

( 定 例 日 )

第二、第四火隈日 /

委 員 長 高 橋 祭 ? 台

幹 事 池 回 官 彦

同 松 久 保 敬 三

委 員 大 阪 材 木 商 問 業 組 合

同 北 垣 熊 之 介

同 楠 瀬 椴

同 黒 告 書 餌

同 境 E 一

同 阪 弁 米 吉

岡 ｊＺ ｾ 悶良 馨

同 白 川 均t 一

同 後 川 監査一

同 高 岡 奥 三 吉

岡 谷 卒 二 良I1

同 丹 藤 良 雄

岡 野 田 義 雄

同 山 閲 寅 一

同 滋 悶 悲 治 郎

同 吉 本 政 次 郎

81
1 X  

託

問

問

問

問

問

問

問

賜

同

毅

虫佐

鳥 井 捻

横 山 tj1:

f . I 部

小 笠 原 釘

本 多 疋 滋

阿 国 孝 男

阪 口 芳 三 良I1

篠 原 太 郎

受 部

村 野 藤 吾

加 藤 平1:;- 吉

玉 置 準 次 郎

習 部

竹 腰 健 治

松 井 清 之 助

池 田 官 彦

録 部

高 橋 祭 治

秋 田 喜 代 治

新 名 flll 夫

曾 計 部

部 長 清 水 築 二

都市武装映書作製

特別委員曾

委 員 長 池 悶 ft 

副 委 員 長 波 江 悌 夫

幹 事 魚 井 幸 次 郎

同 新 名 軍 事 失

同 鳥 井 信

委 員 f甫 実 之 知1

同 小 笠 原 鈎

同 小 川 安 一 郎

同 加 藤 善 吉

間 続 フk 祭 二

同 竹 腰 イ 建 造

岡 高 橋 祭 治

問 中 湾 誠 一 郎

同 内 藤 亮 一

同 平 坂 鈴 者

同 本 多 E ぎt

岡 松 井 清 之 助

岡 村 野 銭 苔

問 委 井 武 雄

岡 宮 間 借 武

同 渡 部 圭 吾

災害調査委員曾

委 員 長 波 江 悌 夫

幹 事 黒 田 茂

委 員 浅 野 新 一

周 柄 本 楠 雑

同 佐 野 俊 三

岡 篠 原 太 郎

岡 谷 隆 夫

同 支 置 豊 次 郎

同 ，1，%  ;.11・ 姶 議

問 中 島 智 将

問 内 藤 克 一

同 松 井 清 之 助
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繍 輯 後 記

0 酷暑の折柄本慌のにめに玉稿を賜つに方

々、並びに潟員、園面. 説明書の にめに

御配慮を賜つに竹中工務庖共他の方々 に

封して深甚の謝意を表すると共に、大方

の多大の御援助にもか 〉は らす編輯は御

期待にそひ得な かっ? こ事を恐縮 して ゐる

次第である。

0 産業 日本を代表する大大阪市ならびにそ

の二大衛星? こる神戸市及び京都市の商庇

建築を本特輯競の封栴としに のであるが

捜査網の不備もさる事なが ら、注目に値

する や うな商庄建築があま り新築きれな

いのはな しろ驚く べき事賓である。が顧

みれば百貨庖 と市場で我々の購買 力が飽

和されて ゐるやうな現欣に於て日 1ffdこ通

り過ぎる 多 〈の商! 去 は賓に甚fご縁遠い存

在でしかな〈、 !]、賢商庖の不活濃も 叉止

むを得ないかもしれない。

O叉丸紅、湯浅、休 k 木 、明治等の各商庖

は商庖と名づげられなが ら我々 の商底に

劃する概念の中に は包含されに〈いも の

で、建築の形態はむ しろ事務所建築に近

いやうに思はれる。しかし その護生を ?こ

どり 、営業主?見 、経営と名郁に敬意を表

するならば、 誰か之を !商! 苫でないと断言

し得ゃ う。で、こ〉に は一種の商庖 とし

て取扱ひ、併せて新建築の紹介を粂ね? 二

次第である。

O 芸大統の茶室建築特輯蹴に御期待あらん事

を。( 本多正道)

建 築 と 吐 曾

第 18 斡 第 9 鍛

毎月 1回 1日後行 定倒 1加 . 50回i]( 野稔 2 銭 2 I 普

12加 6. ∞ 闘(jfiJ 24 銭〉

昭和 10年 8 月25 日 印 刷 昭 和 10年 9 月 1 日 後 行

奇行F 賢 小 板 常 男

大 阪市北直朝日ピル日 本 建 築 協舎内

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東直内 淡路町 1丁目 7番 地

量 産 行 所 ET 日 本 建 築 協 舎

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピル

電話長本局( 23)45∞ 替( 6)

鋸替口座ｾ阪 ＳθＹＷＵ 替

特 約 飯 質 問 柳 々 堂 書 庖

大阪市西区京町郷軍理子 板 橋西

電 話 土 佐 堀 2440寄

苦言替口座ワミ阪 2084苦手

禁 輔 載

本 放 に 掲 載 せ る も の は、一 切とれ を無断にて

締 載 し 又 はJfJ . 行 本に上梓ー その他 の稼製行2惑を

なすことを禁ず。

庫 告 掲 載 料 金

普 通 I 1 頁 I 1  Ili l  15∞ 

通 I t 頁 I 1 凹 8∞ 

側

一

側

一

閃

一

則

一

剛

一
量
一
一

一吉

表 紙 3 I  1 頁 I 1 凹 I 45∞ 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 凹 I 80∞ 

建築事務所長最 I 1 欄 I  1 回 I  1.50 

(建築軍係業者案内 ) 1  1 欄 I  1  回 I  5∞ 

民告f晶載御申込は本合直接願ひま す。

本誌購言自御注文はすべて前命で本曾直接叉 は

特 約 庖へ振替貯金叉 は銭 替で御 扮 込 を願び ま

す。笥11努 代用は 一 割帯、代4 i ? 引換はお断り致

します 。

時 8 2
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